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特集マイクロ・コンピュータ/システムハ
● 座談会・システ▲ハウスの現状と課題

● 視 点・日本の産業を支えるシステム開発エンジニア

● 言諺 ・システ▲ハウスの実態

■ ● 華登霞・シリコンバレーのメカニズ▲
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■
コンピュータとコミュニケーションの融合 《C&C》 にもとづき、最新のアーキテクチャを駆使 し、

数々の先進技 術を採 用 して時代の 多様な ニーズに応 えています』

NECがttti界 に誇 る通 イ,:技術 や電fデ バ

イス技 術 に、最 新 のアー キテクチャを駆 使 し

た世界最 大 級 の汎 用コンピュー タ《ACOS

システム1000》。 ここで 実 証 した 先進 技 術

の もと、 多彩な機 能 と柔軟 性 のあるソフトウ

ェアを備えたNECコ ンピュータは、 それ ぞ

れ優 れた性 能 が 高 く評価 され 、さまざまな

分 野 で 今 日も重 要な働 きをしています。

。c
　

●世 界 最 高 水準 の 汎 用コンピュータ

ACOSシ ステム250/350/450/550/650/

750/850/ioOO(中 ・小 型 ～超 大 型)

● 多 彩 な複合 機能 のOAオ フィスコンビa－ 夕

NECシ ステム50/35、IOO45、IOO85、

150/55

●OA実 践の ビジネスパ ーソナルコンピュータ

NECシ ステム20/15

● 先進 の16ピ ット、洗練 の8ビ 外

パーソナル コンピュータ

N5200モ デ ル05/PC-9800

PC-6000/8000/8200/8800

● 分散 処 理専 用 コン ビュタのエース

N4700分 散処 理 システム

●32ピ ントの スーパ ーミニコンピュータ

NECMSI20/140190

●OAの 先端 で 活躍 する夕ーミナル

インテ リジェントターミナル

デ ータエントリター ミナル

業種 別 専 用ターミナル

業務 別 専 用ター ミナル

●OAの 日用 品、日本 語 ワードプロセッサ

文豪NWP・IONi20N

●OAシ ステムを包 含 した

情 報 処理 ネットワーク体 系 《DINA》

C&C光 ネットワークシステム

C&Cネ ットワーク構 成機 器

C&Cネ ットワークソフトウェア

2VECコ ンピュータ
日本電気株式会社 お問 合 せは:情 報 処 理 ・宣 伝

TEL(03)454-Hll(大 代 表)
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JSロ は 幅 広 い ニ ー ズ に お応 え しま す

〈営 業 内 容 〉

● コ ンサ ル テ ー シ ョン

●調 査 研 究

● シ ス テ ム 開 発

● ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジ販 売

JSDは ソフトウェアのメインテナンスの対話型支援

環境に挑戦しています

ソフ トウ ェア保守技 術 開発計画

JSDは ソフトウェアの先端技術の研究開発にも努力

しています

ソフ トウ ェア・エンジニア リングに関す る調査研 究 －

JSDは ソフトウェア ・プロフェッシ ョナルのための

種々の開発支援システ▲を作 り上げました

ソフ トウ ェア生産 技術 開発計画

JSDは 画像処理サブルーチン ・パッケージ

(SPlDER)を 広 く一般 へ普及 しています

●SPIDERは 工業技術院電子技術総合研究所が開発 し

た最先端の画像処理 ソフ トウェア技術の結晶です。

●皆さまのニーズにお応 えするため、情報処理振興事業

協会 を通 じて広 く一般へ普及しています

」5D騙li編綴ぽ暦 鷲
〒105東 京 都 港 区 虎 ノ門2-8-IO第15森 ビルTEL(503)4981(代)
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口口コア グル ープ は、商 口開 発の つ ぎの ような トータル

パ ッケー ジを販 売 致 します』

ω商品企画コンサルティング (7)マイコン応用製品 プロトタイプ製作

(2)マイ=]ン 開発 技 術 指 導 (8)各種電子部品供給

(3)マイ コ ン応 用 製 品 開 発 設 計 (9)マイコン応用製 品用電子 キット供給

(4)マイ コ ン 開発 支 援 装 置 販 売 (1》マ イ コ ン応 用 製 品OEM供 給

(5)マイコン開発支援パッケージドプログラム販売 ㈲ マイコン応用製品代理販売

(6)マイコ ンソフ トウ ェア設 計 開発

コアデジタル㈱
東京都 渋 谷区渋谷3-26-20 ミ ツ ウ ロ コ ビル 〒150

TEL(03)407-6581(代)

大阪 コア㈱
大 阪 市 東 区 淡 路 町3-37 富 山化 学 ビル 〒541'

TEL(06)222-6581(代)

、
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マイク ロコンピゴ一夕の

過去 ・現在 ・未来

学習院大学法学部教授

田 中 靖 政

1969年 に米INTEL社 のM.E.ホ フが,コ ンピ

ュータのCPU全 体を小さなシリコン ・チ ップの

上にまとめ,そ の後メモリーあるいは1/0機 能

をはたす別のチップと連結 したモジュールの開発

に成功 した時,こ の一見単純な技術革新が,そ の

後の産業社会に与えるであろ うインパクトを予想

する者はほとんどいなかった。小さなチ ップの上

のCPU(マ イクロプロセ ッサー)は 極微小のコ

ンピュータ(マ イクロコンピュータ)の 出現を可

能にした。マイ クロコンピュータは,消 費電力の

点でも,そ れが達成できる複雑な機能の点でも,

またそれをく埋め込む〉簡便 さの点でも,何 にで

も応用できる利点を持 っている。従来のく人工頭

脳〉は,ホ フのマイクロプロセ ッサーの出現によ

って超小型化さされ,事 実上;い かなる機械にも

応用が可能となった。マイク戸コンピュータは,

その内蔵が可能なかぎり,い かなる機械にもく人

工頭脳〉を与えるようになった。MITのR.T.

ランド博士をして 「わだち,発 動機,電 球に匹敵

.する革命的発明」と呼ばせしめた所以である。

※

さて,今 日,全 世界のエ レクトロニクス産業は

既に2500億 ドル産業のスケールを持つ。この産業

は,1990年 には約3倍 の7600億 ドル産業に成長す

るという予測もなされている。他方,半 導体産業

は,今 日の114億 ドルから1990年 の800億 ドルへ,

10年間で7倍 も規模が増大するものと予 想 され

る。このように,エ レク トロニクスの中でも半導

体産業は,成 長の早い有望な産業の1つ である。

こうした世界のす う勢の中にあって,今 日もな

お,世 界の半導体産業におけるアメリカの主導権

ならびに優位性にゆるぎはないといわれる。 しか

し後発国ながら,日 本の半導体産業の躍進には目

覚しいものがある。1970年 代におけ る日本政府の

情報産業振興政策が時宜を得,効を奏したζ遷が,

・日本の半導体産業の基盤整備が着実に進行 した賜

・ 物であろ・う6ま たか文化的価値齢 違… ・一日

、
ヴ.』
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本 では オ ー トメ ー シ ョンに 対 す る労 働 組 合 や 一 般

国 民 の抵 抗 が 比 較 的 弱 い こ とが,半 導 体 技 術 の社

会 的 普 及 の一 因 と考 え られ よ う。

日本 にお け る鉄 鋼,自 動 車,ラ ジ オ ・テ レ ビ,

コ ン ピュ ー タ な どの生 産 過 程 の オ ー トメー シ ョ ン

は,既 に世 界 的 水 準 を は るか に越 え て い る。 こ う

した オ ー トメ ー シ ョ ンの進 歩 に半 導 体 技 術 が 不 可

欠 で あ る こ とは衆 知 の とお りで あ る。 さ らに,オ

ー トメ ー シ ョ ンに よ って 生産 され る 製 品 に も,

〈 知覚 〉 が 可能 な セ ンサ ー とく 実 行 〉 が可 能 な ア

クチ ュエ イ タ ー を持 つ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ が 多

数 埋 め 込 まれ,国 際 競争 に十 分 耐 え うる よ うな 優

れ た パ フ ォ ーマ ンス を生 む一 流 の新 製 品 が 次 々に

市 場 に紹 介 され て きて い る。

ア メ リカ'のビ ジネ ス誌Forbesの1982年11月23

日号 で キ ャス リン ・ウイ ー グナ ーが 指 摘 す る よ う

に,超 大 型 コ ン ピ ュ'一タ(富 士通M-382)か ら,ミ

ニ コ ン ピ ュ ータ,そ して マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ータ に

至 る まで,八 一 ドウ ユア 領 域 に お け る 日本 の コ ン

ピ ュ ータ技 術 の 大 躍 進 に は さす が の ア メ リカ も脅

威 を 感 じ出 して い る し,ヨ ー ロ ッパ は 早 く も競 争

か ら離 脱 した 。

他 方,日 本 の コ ン ピ ュ ータ 産 業 の脆 弱 性 は ソ フ

トウエ ア 領 域 に あ る こ とが,し ば しば指 摘 され て

きて い る。 伝 統 的 に ソ フ トに 強 い のは,何 とい っ

て もア メ リカで あ る。ENIACやILLIAC-1の

時 代 か らIBM3033(そ して 当 然3081-K)に 至

る まで の35年 間,ソ フ トの領 域 で 常 に 先 頭 を 突 っ

走 り続 け て きた のが ア メ リカで あ る。 ア メ リカが

ソ フ トの領 域 で 特 に 優 れ て い る のは,大 型 コ ン ピ

ュ ー タ と ミニ コ ン ピュ ー タを 連 結 す るく ネ ッ トワ

ー ク ・ソフ ト〉 と,パ ー ソナ ル コン ピュ ー タ の ソ

フ トで あ る。 前 者 に よ って コ ン ピュ ー タの 素 人 で

あ る会 社 の 重 役 や 秘 書 がOAを 扱 え る よ う に な

り,後 者 に よ って コ ン ピ ュ ータ は 一 般 市 民 の も の

とな る。 ア メ リカで も っ と もポ ピ ュ ラ ーな パ ソ コ

ンAppleに は,ゲ ー ムか ら計 算,そ して グ ラ フ

3

イックまで数千の専用プログラムがあ り,し かも

安く買える。ソフトなしのコンピュータが鉄 くず

とシ リコンの塊でしかないことを,わ れわれ もま

た改めて思い出すべきであ り,こ れからのソフ ト

の人材養成を抜本的に検討する必要がある。

エ レクトロニックス全体,あ るいはコンピュー

タ全体を考えるとアメリカの覇権は疑いもない事

実であるが,半 導体産業,こ とに16KRAMや64

KRAMの 領域では,日 本がアメリカを抜いた。国

家安全保障上の理由で米議会が日本からの64KR

AMの 輸入制限を提言 したことは記憶に新 しい。

さて,こ れからの 日本の半導体産業には,3つ

の問題がひかえているように思 う。

第1に,ト ランジスタ■一,IC,LSI,VL

S'1と いう半導体技術の進化過程の1点 にマイク

ロコンピュータがある。それでは,ポ ス ト・マイ

クロコンピュータの半導体技術 とはいかなる思想

に基づいて作られるものなのか。すでにアメリカ

国防省は,2億 ドルの予算で,「超高速集積回路」

(VHSICS)の 構想に取 り組み始めている。わが国

も新たな構想を以て,ア メ リカの挑戦を受けて立

たねばなるまい。

第2に,先 に述べたように ソフトの問題がある。

万人に使えるコンピュータは,使 いやすい親切な

コンピュータでなければならない。この面での人

材の養成,お よびく親切 さ〉をハー ド/ソ フトの

組合せで実現 しようとする新 しい思想の創造が ま

すます必要 となろう。

第3に,64KRAMに 対す る米議会の反応にも

見 られるように,今 日の高度技術の問題は高度な

政治問題にもなる。 また文化的にオー トメーショ
ロ

ンを忌避するヨーロッパでは,マ イクロコンピュ

ータを失業の元凶とみる傾向が,日 本からの輸出

に特に神経質になっている。高度技術としての半

導体技術の未来を政治や文化の見地から,ま たグ

ローバルな規模で眺めることが,こ れからは,ま ・

すます必要 となるであろう。

、



4

会談集 ・座

 

特

の現状 と展望

 

スウ
ゆ

ス ア ム ノ、

 

シ

者席出

一
局
佐

幸

局
課

業
補

業

産
長

座
興

桐
周
蟹

晶

振

順

械
課

械

臨

機

機
理

嚇

田

省
策

椋

省
処

ー

業
政

業

産

産
報

商
子

高

角

通
電

小

通
情

眞 田 隆 幸
日本マイクロコンピュータシステム工業会会長

ア イ 電 子 測 器(株)代 表取 締 役 社長

萩 原 忠 臣
中 部 シ ス テ ム ハ ウ ス 工 業 会 会 長
萩 原 電 気(株)代 表 取 締 役

馬 場 幸 三 郎
近 畿 シ ス テ ム ハ ウ ス 協 会 会 長

(株)エ ー ・デ ィー ・エ ス 代 表 取 締 役

会 岡 田 勇

当協 会 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ振 興 セ ンタ ー 所 長

 

司

萩 原 氏馬 場 氏小 椋 氏角 田 氏眞 田 氏岡 田 氏



岡田 最近,通 商産業省で発表された先端技術産

業の将来の市場予測によりますと,マ イクロ ・エ

レクトロニクスは,バ イオ ・テクノロジーな ど他

の先端技術とともにこれからの日本の技術革新の

牽引力になると同時に経済成長を支える大きな柱

になるとい うことが言われています。

ICが 開発されてか らまだ10年 余 とい うことで

マイコンの応用製品あるいは応用システムの生産

にたずさわっているシステムハ ウスは,生 いたち

はそれぞれあるようですが,何 れにしても非常に

若い業界であ り,ま た今後の日本の技術革新を背

負っていく先端に位置していると言 ってもいいと

思います。

そこで今日は,い わゆるシステムハウス業界に

おいて,各 地域で指導的な役割 りを果しておられ

る方 々にお集 り頂き,シ ステムハウスの現状と将

来の課題 といったテーマで,お 話 しを伺いたいと

思います。

また,施 策の面に携わっておられる,通 商産業

省電子政策課の角田さん,情 報処理振興課の小椋

さんのお二人にも参加頂いてお ります。業界の立

場,あ るいは施策の面においてそれぞれのお立場

でお話 しを伺えた らありがたいと思います。

最初に角田さんか ら昭和55年 の3月 に通産省で

システムハウスの実態調査が行われましたので,

その調査結果からシステムハウスの現状をどのよ

うにとらえておられ るのか伺いたいと思います。

角田 いま,お 話があ りましたように,55年3月

にJIPDEC(日 本情報処理開発協会)さ んに

ご協力頂 き,シ ステムハウスの実態調査を行いま

した。

システムハウスの実態調査結果(要 点)

資 本 金1,500万 円以下60%

設 立 年40～49年57%

従業員数50人 以下66%

売 上 高4億 円未満94%(平 均1億9千 万円)

〔昭和55年 通商産業省調べ〕

システムハウスが新 しい産業とい うことで活発

な動きがあったわけですが,そ の実態となると行

政サイ ドではなかなかつかめませんで した。そこ
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で,当 時200ぐ らいのシステムハウスと考えられ

る企業について,ア ンケー ト調査をさせて頂きま

した。

それに よると,非 常に中小企業性が高いとい う

ことです。また,産 業 として若いとい うことで,

非常に小回りのきくものを造っている,い わゆる

マスプロにのらない特徴のある仕事をしていると

いうことです。

も う一つは,研 究,技 術指向型である,と いう

ことです。ベンチャーとい う言葉があたるか と思

いますが,技 術開発型の企業ではないかと思いま

す。働いている方の学歴が高い,あ るいは研究を

自らやる方が,経 営者な り営業として携わるとい

ったように,研 究開発を重視 しているとい うのが

結論です。

また,仕 事が年々増えつつあり,需 要に対 して

実際の仕事が追いついていかないとい うような状

態が55年 の調査ではいわれてお ります。現状につ

いては若=Fの 変化があると思いますので,そ の実

態は各界の方々か らお話 しを頂いた方が よろしい

か と思います。

岡田 その時は,だ いたい200社 を対象にされた

そうですが,実 際には当時,何 社 ぐらいあったと

踏んでおられ ましたか。

角田 そうですね,あ の時は最初200社 ぐらいに

アンケー トを出してみたんですが,戻 ってきたの

は60社 くらいでしたね。

ただ,各 種情報産業関連団体に加盟している企

業を対象にしていましたから,も っと小さな規模

で個人経営的にやっているとい うようなところま

では手が伸びていないのではないかとい うことで

す。従ってその点から考えると,も っと多いと思

います。

岡田 それでは東京を中心としてお ります日本マ

イクロコンピュータシステム工業会々長の眞田さ

んから,現 状について伺いたいと思います。

情報交換と相互補完で結束一 東京

.眞田 通産省をはじめ各団体で,シ ステムハウス

とい う言葉が,こ こ何年か都合の良い時に,都 合
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の良い解釈で使われてお ります。従って,定 義が

一定でありませんのでiど うい う点を取ってシス

テムハウスと言 うのかとい うことで,業 界の中で

多少の混乱も起きているようです。

私 どもは,東 京地区で日本マイクロコンピュー

タシステム工業会をやってお ります。これは,シ

ステムハウスといわれる会社を糾合して仲の良い

業界的にも力のある協会に していこうとい うこと

でやっているわけです。

しか し,典 型的なシステムハウスと思われる会

社でも入会 して下さらなかった り,一 般常識で言

うシステムハウスとしてはどうかな,と い うよう

な会社から加入 したいとい うような申 し込みがあ

った りします。基本的には,趣 旨に賛同して下さ

る企業にた くさん加入 して頂き,発 言力のある団

体にしていきたいと思っているのですが,そ のた

びにどうしようか という議論が始終あります。

私はアイ電子測器 とい う会社を主宰 して約20年

にな ります。20年 という年月を考えてみますと,

私 自身果 して若 くて最先端を行っているベ ンチ ャ

ー型企業と言 っていいのだろうかと疑問を感 じま

す。

ここにある資料を見ますと,シ ステムハウスの

現状とい うことで簡単な調査結果が載 って い ま

す。これは54年 のデータだそ うですから,少 々古

い数字ですね。ここ数年来のシステムハウスの急

激な進展を考えると,こ こへ書かれている実績は

かな り大幅に上向きに修正されるべきだと思いま

す。

年功ばか り高 くてあまり自慢できるような数字

ではありませんが,仮 に私 どもの会社の数字とこ

こに出ている数字を比べてみますと私どもの資本

金は8千 万円です。設立は昭和37年,従 業員数は

約130人 です。

売 り上げ高は,今 期はまだ数字が出てお りませ

んのではっきりとは申し上げに くいのですが,お

おかた30億 円ぐらいになるのではないかと思いま

す。

・ おこがましいようですが,シ ステムハウスとい

われる企業は,.こ うい う業界の中でや りようによ

_,`ぷ 。漣"

っては,ア イ電子のようなスケールの仕事ができ

るんだ,将 来の目標 としてアイ電子を見ていこう

とい うことでやっているんだとい う話をよく聞か

されます。

また,こ の2,3年 来に設立された若い会社が

非常にた くさんあります。適切なお手伝いができ

るかどうかわか りませんが,私 どもが,過 去苦労

してきたノウハウを役立ててもらえればいいので

はないかと思います。

そんな訳で,私 個人の立場から申しますと,東

京のシステムハウス工業会でも,い ま申し上げた

事も含めて皆さんとの間で緊密な情報交換 と相互

の補完的な協力を通 じて,活 発な,あ るいはプラ

クティカルな形で外に対する発言力のある,名 実

共に認めて頂けるような団体にしていきたいとい

う目標をもっています。

岡田 ありがとうございました。

次は近畿システムハウス協会々長の馬場さんに,

同 じような趣旨で伺いたいと思います。

約130社 が加入一 近畿

馬場 さきほど調査結果のまとめとい うことで,

特徴 として5つ ほどおっしゃいましたが,そ れは

54年 当時,ま たいくらか内容は変わ りましたが現

在 もそのままあてはまると思います。

紹介がわ りに近畿システムハウス協会のお話 し

をいた します。まず昭和54年 暮れに近畿システム

ハウス協会 とい う任意団体を設立 し事務局を大阪

科学技術センタ】内におきました。その時システ

ムハウス企業(正 会員)約60社 が参加し,賛 助 し

て"ドさる会社も20社 ぐらいあ りました。それ以降

だんだん会員が増えまして現在正会員86社 賛助会

員44社 になりました。

システムハウスに共通 していえることは中小企

業性が高 く,マ イクロプロセ ッサの応用機器の開

発生産をしているとい うことですが一方 ソフト主

体の企業もあればハー ド主体の企業もあり,ま た

応用面から見ても,産業用機器や事務用機器,産業

用といっても,あ るいは繊維機械あるいは食品機

械 とい うように各企業の重点指向が異っており.

迂遠巳き'睡 〔若く ∵蕊 ∫← な'



まさに同業異種 という状態です。 しかしそれだか

らこそシステムハウスとい うものが各業界へのマ

イクロ ・エ レクトロニクスの導入,浸 透をサポー

トすることが出来るし,マ イクロコンピュータ産

業全体の発展につながって寄与できることにもな

るで しょう。

その様な中でシステムハウスの経営をより強固

なものにすべ く私達は協会に経営問題委員会と技

術問題委員会の二つの委員会を設け,か つその下

部にいろいろの部会をつ くり全員参加で勉強 して

お ります。お互いが小さい力を寄せ合い,よ り大

きい力にして皆んなで勉強 していこうとい うこと

です。そこへは大学の先生が来て講義を した り,

チップメーカーの技術者が来て新製品の説明をし

たりしてくれ ます。また共同で技術動向調査をし

た りいたします。

また一方ではいろいろな経営に関する問題例え

ば税金,融 資などの問題もあ りますのでそれを一

緒に勉強してゆく。あるいは銀行の方あるいは税

理さんに話を してもらい勉強する。またそれを通

じて互いにコミュニケーションを深め るわ け で

す。

正会員は資本金1億 円以下の会社 とい う事にな

ってお り,売 上げ規模は大半が年間10億 円以下で

す。それを突破 してる会社は恐らく数社 ぐらいあ

るで しょうか。

まただんだん年とともに ソフトウェアハウス,

システムハウスは各々,そ れぞれに特徴のある仕

事を積み重ねて,そ れぞれ会社としての個性がで

き,充 実感が深まっている事も事実です。

次にどの様な仕事をしているかとい うと,大 企

業のパー トナーというと格好が良すぎ る の で す

が,実 際は知識集約技術の下請けをやっているこ

とが多い様です。独 自に自主開発の新技術新製品

を持 って頭角を現わしてゆくのは難かしいとい う

事であって,こ れがどの様になってゆくか,ま た

これから異業種交流が盛んになっていきますが,

その中でシステムハウスがどの様に自己を確立 し

ていくかが問題でしょう。

岡田 あ りがとうございました。
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次 は 中部 シ ス テ ム ハ ウス工 業 会 々長 の萩 原 さん

に,現 状 に つ い て,ま た 中部 地 区 で の 特 徴 の よ う

な こ とが あ りま した ら,併 せ て お 願 い し ます 。

小世帯を生かし緊密な交流一 中部

萩 原 中 部 地 区 の シ ス テ ム ハ ウス 工 業 会 は,昭 和

54年 に で き,今 年 で3年 目を 迎 え ます 。 最 初,ど

の よ うな 内 容 の 会 社 を 会 員 会 社 に す るか とい うこ

とで,検 討 した の で す が,シ ス テ ムハ ウス の 定 義

が は っ き りしな い 事 もあ って,あ れ これ 迷 い ま し

た 。 見 方 に よ って,あ ま りに も広 い 範 囲 に な って

しまい ます か ら。 そ こで,名 古 屋 地 区 の コン ピュ

ー タ ・ユ ーザ ーで 組 織 して い る コン ピ ュー タ応 用

技 術 協 会 の会 員 の 中 で シス テ ム関 係 をや って い る

とこ ろで の希 望 者 とで ス タ ー トしま した 。

萩原 忠臣 氏

当 初,22社 ぐ らい あ りま した が,内 容 的 に は 大

企 業 も1,2社 加 入 して い た もの の,ほ とん どが

中 小 零 細 企 業 で 東 京 な ど よ りは ず っ と規 模 の 小 さ

い 会社 が 多 い と思 い ます 。 現在 は27社 に な って お

ります 。 各社 そ れ ぞ れ 特 色 の あ る分 野 を 開 拓 し商

品 を 持 ち つ つ あ るが,ま だ 大 企 業 の ア シス タ ン ト

と して や って い る と ころ が 多 い よ うに 思 い ます 。

また,モ トロ ー ラ系 の もの と,イ ン テル 系 の も

の を 得 意 と して い る と ころ が 多 く,各 社 で 試 作 し

て い るの は ほ とん ど 自社 専 用 の シス テ ムで す 。 従

って,汎 用 的 な シス テ ムを 試 作 製 造 して い る会社

は 少 な い わ け で す 。 私(萩 原 電 気)の と こ ろは コ

ン ピュ ー タを 作 って い ます 。 しか し,そ の時 に応

じて,イ ンテル 系 あ るい は モ トロー ラ系 の も の と

広 い範 囲 で の シ ス テ ム設 計 を してい る会 社 は 少 な
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いと思います。

システムハウスの人員は,実 質的にはそう多 く

はなく,20～30人 あるいは少ないところでは数人

とい う会社もあります。また,中 部システムハウ

ス工業会への入会員資格は,大 きなとごろも小さ

なところも全部,会 員の紹介ということになって

います。このようにして,お 互いに責任の持てる

ようなグループを作 っているのですか ら,仕 事の

面では割合にうまくいっているのではないかと思

います。

それから,東 京や大阪と違い,情 報の収集が難

しいので月に何回かは集 まって,情 報の交換をし

ています。たとえば最近では,メ ーカーの方に来

て頂いて最新のICと メモリーに関する講義をし

てもらいました。それをこれからの仕事に活用 し

ていこうとい うわけです。メーカーが一番早 く情

報を提供してくれる状態にあ りますので,中 部地

区ではこの繰返しをしています。

また,自 分達の研究 した内容あるいは新しい目

標,ニ ュースなどは,そ のたびごとに交換 してお

りますので,少 人数であるだけに非常にうまい交

流ができていると思います。

私のところ(萩 原電気)で は昨年,JIPDE

Cを 通じ,日 本自転車振興会から補助金を頂きイ

ンテ リジェン ト・ディスクの開発を致 しましたが
,

今年度は高岳製作所,杉 産業電機の2社 が補助金

を頂 き研究開発を進めております。それ らを活用

して次の段階のシステム設計をやるとい うよ う

に,技 術の横の協力というものも有効に生か して

いこうと努力 しています。その点も小規模である

だけに非常にや り易いのでないかと思います。

なお,年 に何回かは大学などの先生をお呼びし

て懇談会を開いて,中 部地区のこのような産業を

拡大 してい く方向に持っていってもらうように進

めています。

岡田 あ りがとうございました。

ひとわたり,シ ステムハウス業界の現状 という

ことでお話を伺いまして,共 通 していえますこと

は,便 宜的にシステムハウスと呼れていますが,

どう定義していいか非常に難 しいとい うことです

ね。

さきほど申しましたように,各 企業の生いたち

がそれぞれ違っています。古 くからシステムハウ

ス的な仕事を しているところもあ りますが,統 計

によると昭和50年 代に設立 されている会社が多い

ようです。また,仕事の性格から多種少量生産で,

大企業に協力する立場にあるといったお話 も,あ

る程度,各 企業共通 しているようですね。

また もう一つは,非 常に知識集約的と申 します

か,い わゆる技術指向型であるために常時,情 報

の収集が必要だとい うことで皆さん努力されてい

るようです。

このような現状を踏まえまして,全 産業におけ

るシステムハウスの位置づけ,今 後の振興策等に

ついてどう考えておられるのか伺いた い の で す

が,角 田さんお願い します。

知識集約型として育成

角田 なかなか難 しいのですが,電 子政策課の立

場で申しますと,今 後,日 本がいろいろな意味で

情報化を進めてい くということが,日 本が生 き残

る一つの道だと思います。また,そ のなかの一つ

の典型的な例 として,マ イクロエレク トロニクス

を使 って新 しい製品を開発 していくとい うことが

考えられます。

もちろんマイクロコンピュータ産業 の市 場 に

は,一 次,二 次,三 次とい う生産の場 もあ ります

し医療なども含め生活の分野につながる分野も数

多 くあ ります。新 しい需要を喚起するとい うこと

で,経 済の活性化につなが ります。また,そ れを

応用することにより,合 理化,高 度化を図ること

もできるわけです。

システムハウスは,い わゆるマイクロエレク ト

ロニクスを使ったハー ドと,い ろいろなユーザー

側のニーズとの間を,シ ステム技術を使い橋渡 し

する産業ではないかと考えます。

従ってマイクロチ ップとニーズの間をうめるシ

ステムハウスには,新 しい需要分野,エ レク トロニ

クス化,シ ステム化が遅れている分野の情報化を

率先 して進めていく使命があるのではないかと思



い ます 。

い ま,JIPDECさ ん で考 え て お られ る よ う

に,共 通 的 な技 術 開発 とい う形 で常 に新 しい技 術

力 を つ け て い く こ とが,政 策 と して も大 事 な こ と

だ と思 い ます 。 ま た,今 後 シ ス テ ム ハ ウス産 業 が

どの よ うな 分 野 に チ ャ レ ンジ して い か な けれ ば な

らな い か とい うよ うな 意味 で,種 々 の調 査,各 業

界 の な か で の 意見 交換 が必 要 だ と思 い ま す。

も う一 つ,さ きほ ど言 い ま した よ うに,資 金 調

達 とい うこ と も大 事 だ と思 い ま す。 全 般 を お しな

べ て み ま す と,シ ス テ ム ハ ウス とい うの は資 金 調

達 の難 しい 中 小企 業性 の高 い もの な のか も知 れ な

い と思 って お りま す 。 そ の た め,中 小 企 業 金 融 公

庫 で す とか,国 民 金融 公庫 とい う よ うな と ころか

らの融 資 に つ い て配 慮 で き る よ うに お願 い してお

ります 。

岡 田 い まの お話 の なか に,技 術 開 発 の問 題 が 出

て参 りま した 。

実 は,私 ど もマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ問 題 セ ンタ

ー で も通 産 省 の ご指 導 で,先 進 的 あ る い は基 礎 的

な とい うテ ー マ で特 別 会 員 を対 象に 委 託 開発 を し

て い るわ け で す。 そ の あた り,技 術 の問 題 につ い

て小 椋 さん に コメ ン トを頂 きた い と思 い ます 。

小 椋 技 術 的 な問 題 と してはMCC(JIPDE

Cマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ振 興 セ ンタ ー)を 通 じて,

日本 自転 車 振 興 会 か ら補 助 金 を受 け て委 託 開 発 を

して い ます 。 これ は53年 度 か ら始 ま り本 年 度 まで

に18の テ ー マ につ い て,2億 円 の補 助 を行 な って

お ります 。

委 託 開 発 の テ ー マで す が,シ ス テ ムハ ウス とい

うも のは ハ ー ドと ソ フ ト,そ れ に企 業 の ノ ウハ ウ

を 結 び つ け て い く とい う よ うな,新 しい 分 野 を 開

拓 す る こ とが メイ ンに な って い ます 。 従 って,そ

の新 しい 応 用 技 術 を開 発 す るた め の支 援 ツ ール の

研 究 とい った こ とで 委 託 開 発 を 進 め て きた わ け で

す 。

現 実 的 な問 題 と して,今 後 ど の よ うに す るか と

い うこ とで す が,16ビ ッ トや32ビ ッ トな どの 高 集

積 化 され た チ ップが 出 て き ます と,そ れ に 応 じた

用 途 が で て き ます 。 そ の用 途 とい うの は 高 度 な 生

システムハウスの現状と展望
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産 技 術 や 通 信 技 術 等 へ の応 用 な ので す が,こ れ に

対 応 で き る よ うに,ソ フ トウエ ア の生 産 技 術 を向

上 させ て い か な け れ ば な りませ ん。

そ のた め に は,す で に 開 発 され た ソフ トウ エ ア

を 標 準 化 し,開 発 しよ うとす る ソフ トウ エ ア の部

品 と して 再 利 用 して い くこ とや,仕 様 を入 力 す る

と,目 的 の プ ログ ラ ムを 半 自動 的 に 合 成 で き る と

い うシ ンセ サ イ ザ ーの よ うな 自動 化 プ ログ ラ ミン

グの 技 術 が 必 要 に な って くるわ け で す 。 また,技

術 を 開 発 した 結 果 と して,こ れ は 経 営 的 な面 か ら

重要 だ と思 うの で す が,開 発 した 技 術 を 財 産 化 す

る こ とが 必要 だ と思 い ます 。 こ のた め の制 度 と し

て,今 の と ころ 特 許 制 度 が あ ります 。 しか し果 し

て マ イ ク ロエ レク トロ ニ クス 技 術 に つ い て,そ れ

で 充 分 な の か とい うと,ま だ 問 題 が あ ります 。

小椋 正幸 氏

この 特 許制 度 に よる保 護 に つ い て は,最 近,特 許

庁 が 出 した マ イ ク ロエ レク トロ ニ クス応 用技 術 に

関 す る審 査 運 用 指 針 が あ り,マ イ コ ン応 用技 術 と

い うこ とで,ハ ー ドと関連 した ソ フ トウエ ア を 保

護iして ゆ こ う とい うこ とに な って い ます 。 しか し

シ ス テ ム ハ ウス に とっ て心 配 な こ とは,ハ ー ドと

結 び つか な くな っ た ソ フ トウエ ア とい うの は ど う

な る のか とい う こ とです 。

この よ うな ソ フ トウエ ア技 術 の財 産 化 とい う点

につ い て は,ソ フ トウエ ア 開発 及 び そ の 流通 促進

とい う産 業 政 策 的 観 点 か ら検 討 を進 め て い る とこ

ろ で す。

も う一 点 は,技 術 を 開発 す る た め の人 材 育 成 と

い う点 で す。 さ きほ ど工 業 会 の方 か ら,講 演 会 や

研 究 会 を開 い て新 しい 技 術 を取 り入 れ るた め の努
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力をしているんだ というお話がありました。多種

少量生産を行なっていくシステムハウスにとって

は,多 種多彩な技術を身につけることが必要であ

り,こ のために講演会などを通 じた技術者の教育

・研究会を通 じての人的つなが りができてゆ くこ

とは,好 ましいことであり,今 後とも続けてゆく

必要があると思います。

岡田 ところで,い まのお話に関連するのですが

実はマイコンセンターで3年 ほど前から,く くマイ

クロコンピェータ産業の将来"と い うテーマで各

先生方にお集 り頂 き,実 態分析をやっています。

身近な問題 として,資 金調達,人 材確保の問題

が浮彫 りにされています。このあた りについて,

眞田さん,ど のようにお考えですか。

人材,資 金,技 術が カギ

眞田 実際に,私 どもが仕事を している立場から

見ますと,人 材確保,資 金調達,特 有技術の確立,

業界秩序の確立な ど皆様非常に適確に指摘なさっ

てお られます。このようなことが,私 どもが現実

に抱えている問題なのです。

人材,資 金,特 有技術と見ますと,そ れぞれ別

々な要件のように見えます。 しか し,優 秀な人材

がなければ特有技術の確立はできない,技 術を確

立するためには資金がいるとい うことで,裏 で密

接に しかも複雑にからみ合っているのです。

この中でも,シ ステムハウスが将来生き残って

い くために最重要なポイン トは,特 有技術の確立

だと私は思っています。

最近,繊 維とか金属といった他の分野業界の景

気動向が思わ しくないとい うこともあ り,日 の当

たっている数少ない業界の一つとい うことで,エ

レクトロクスない し情報処理業界が非常に熱い目

で注目されている最中です。金融機関のほうか ら

見ても,大 ざっぱな言い方をすると,適 当な資金

の運用先に困っているということで,ゆ るんでい

るとい うのが現状だろうと思います。

何もこの2,3年 来に始まったわけではありま

せんが,特 に最近にきてエ レク トロニクス,情 報

処理,あ るいはシステムハウスなどの業界は,あ

る種の注 目を浴びています。

そんな訳で,日 常の業務を維持する,あ るいは

各会社がいろいろな新 しい事業に取組むためには

非常に恵まれた環境にあるのではないかと思いま

す。 しか し反面厳 しい見方をするならば,中 小企

業,特 にベンチャービジネスは先行きが不透明だ

とい うこともあって,資 金調達に際 して担保優先

主義とい う大きな壁にぶち当ることにな ります。

その中で仕事を伸ば し,技 術を確立 しようとい う

ことになると当面資金の問題で,深 刻な手詰 り状

態に行き当るとい う状況がしばしば発生 します。

さきほど角田さんからお話があ りましたように

融資の面でいろいろな力になって頂いてきており

ますが,今 後 ともそ ういう方向でますますのご助

力をお願いしたいと思います。それから,小 椋さ

んがおっしゃった とお り,新 技術の開発の融資を

受けたのがきっかけとなり,シ ステムハウスとし

て浮上 してきた会社も私 どもの工業会のなかにも

何社か現実にあります。今後ともそ うい うことに

意を払って頂きたいと思います。

もう一つ最近の新聞などにでていますので皆さ

んご存知だと思いますが,中 小企業が当面の目標

とする店頭株式市場では,い まのところ株式の時

価発行ができないとい う制約があります。従って

株式市場で資金を調達するという点についてこれ

も壁の一つともいえると思います。新 しいベンチ

ャーキャピタル市場を創設 しようとい う動きがあ

りまして,早 ければ58年度中にも具体化す るやに

も聞いてお ります。これなども,ア メリカのNA

SDAQ(店 頭銘柄気配自動通報システム)の 成

功が手本となっているのではないかと思 い ま す

が,私 どもは非常な興味と期待をもって見ていま

す。最近になって,大 手の証券会社が企画されて

いるベンチャーキャピタルが,非 常に熱心にシス

テムハウスに接近されています。銀行融資などと

少 し違って面で,私 どもシステムハウス業界に対

して資金面で協力しようということが,だ んだん

具体化 してきていいます。

このことについても,か な り明るい見通しであ

ると言えます。この様な資金のバ ックを得て伸び



てくるベ ンチャービジネスがたくさん現れて来る

で しょう。

岡田 さて,シ ステムハウスの特有技術の見通 し

については,経 営理念に基づいてのものですから

いちがいに,ど うと言 うわけに参 りませんが,そ

のあた り馬場さんに伺いたいと思います。

馬場 システムハウスの特有技術の問題ですが先

程 も申し上げた様に各システムハウスはそれぞれ

繊維機械であるとか食品機械であるとか,ま た端

末機 または伝送機器であるとか重点化 した特異の

仕事の領域をもってお ります。そ して,一つひとつ

仕事を成 し遂げることにより,ノ ウハウを蓄積し

技術ベースを確立 していくよう努力しています。

馬場 幸三郎 氏

梁 二 ・

しかし日進月歩の技術革新の申で幸に新技術を

キャッチアップしてゆくのは大変なことです。い

ま持っている技術,ノ ウハウを開発 ・生産にぶつ

けて飯を食い利益を得ていくわけですが,技 術の

進歩があまりにも早いためにうっか りすると技術

ノウハウを放電 してしまい,新 しい技術の導入が

劣っていると,つ まり新技術の充電をしないと仕

事が枯れていきます。システムハウスの命は技術

ですから常に技術の再生産を してい くことが重要

です。その繰返 しの中に技術ベースの確立と特有

技術の確立があるで しょう。

そこで私達は技術ベースの確立により技術生産

の効率を高め,技 術の再生産に投資する余力を持

つ必要があ ります。そこで,今 私達近畿システム

ハウス協会の中でCAD,CAMの 問題が討議,

検討されてお ります。協会の正会員87社 の内にソ

フトハウスと呼ぶにふさわしい会社が約20社 程あ

一 』 一一_________一 一.
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ります 。 それ ら ソフ トグル ー プが ミー テ ィ ングを

した の です が,一 つ の 問題 は ソフ トの生 産 性 を上

げ る た め には ど う した ら よいか とい うこ とで す 。

お互 いに 協 力 して ソ フ トの流 通 を 良 く しよ うとい

う話 合 い が あ ります が,も う一 つ は ソフ トのCA

Dシ ス テ ムを つ くろ うとい うこ とで す 。 これ を 共

通 設 備 と して 開 発,共 有 す る こ とで 各 社 が ど こ ま

で 歩 調 を 合 わ せ られ るか とい うのは 大 きな 問 題 で

す 。 大 企 業 のLSI,超LSI等 の 設 計 に お け る

CADへ の 投 資 と進 歩 を み る時,私 達 も力 を 合 せ

て な ん とか しな け れ ば た の しい 明 日は 見 出 せ な い

とい った 気持 で す 。 この事 が 今 後 の 大 きな一 つ の

課 題 で す 。 さ らに ハ ー ドも含 め た シ ス テ ムハ ウス

全 般 の生 産性 を高 め る た め のCADの 問題 に つ い

て こ の一 年 間何 回 も話 合 いが 持 たれ て い ます 。 各

社 それ ぞ れ,地 につ い たベ ー ス で部 分 的 なCAD

を開 発 しそ こか らシ ス テ ム化 や トー タル 化 を 盛 り

あげ てい こ う とい う動 きが あ るわ け です 。 一 方 メ

カ業 界 に 於 い て パ ー ソナル ・マ ニ ュ フ ァ クチ ャ リ

ン グ ・シス テ ム の開 発 が 検 討 され て お り,こ れ と

我 々 のエ レク トロ ニ クス 設 計 を 中 心 と した もの と

うま く ド ッキ ン グ させ て い こ うとい うス タデ ィに

も入 って い き ます 。 思 い 切 った 援 助,バ ックア ッ

プを して 頂 きた い と願 って い ます。

技術の再生産 とVECの 拡大を

近畿システムハ ウス協会 としても正会員数十社

が参加 して,58年3月 近畿システムハウス事業協

同組合を設立 し,法 人としての責任を持って協同

開発や協同受注等の協同事業の問題に取組んでい

きたいと思っています。

次にシステムハウスの特有技術の確立について

重要な事は業際技術ノウハウの蓄積にあるのでは

ないで しようか。それぞれのシステムハウスは各
ト

々自分の得意の仕事領域を個性的に選択 している

わけですがその仕事の遂行を通じて特有技術が育

って来ている様です。例えば繊維機械のエレクト

ロニクス化 と取組んでいる企業は繊維機械技術者

と常に対応交流 しなければな りません。そ して,

繊維機械 とエレク トロニクスの業際領域技術が自
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然に発生蓄積 されてくるわけですがこの業際領域

のノウハウ蓄積は両者に利益を生む油田となりま

す。最近盛んに叫ばれている異業種交流でも,ま

た地場産業の近代化や高度化,ま た地域技術の確

立とい う流れの中でシステムハウスは特有技術を

獲得,確 立 していこうとしています。

もう一つ申し上げておきたいのは,さ きほどお

話のあ りましたMCCの 委託開発のことです。委

託開発によって眼が開いた企業がいくつかあると

い うのは今,眞 田さんがおっしやった通 りだと思

います。

私 自身のことで恐縮ですが,私 どももFFT(高

連 フーリエ変換演算装置)の 委託開発をやってお

り少 しずつ芽が出て来てお ります。

一流大企業の計測制御部門か ら多数の引合いが

寄せられ,カ スタムの満足が得られるよう,技術的

詰めを急いでお りますが,我 が社の特有技術の確

立に絶好のキ ッカケが得られたことを喜んでお り

ます。私達は画像処理分野を技術ベースとし選択

的 プロジェクトへの応用を推進 してお りFFTの

開発 もその過程の一里塚であったわけですがこれ

が契機 となってマイプランド商品の創出につなが

る事を期待 してお ります。とか く知識集約的下請

け中小企業に終 りがちのシステムハウスに眼を開

かせ活をいれるこの委託開発制度のわくが3倍 に

も5倍 にも拡大充実されるようお願い致 します。

この様な委託開発制度の拡大充実に関連して思

うのはシステムハウス以外の中小企業への適用で

す。昨今,中 小企業の高度化な り先端技術化な り

あるいは地域技術の振興な りが叫ばれております

が,マ イクロエレク トロニクスのOA,FAへ の

浸透が大変なエネルギーで伸びてお りますがこの

影響は大変大きく明目の中小企業の業務状態に重

大な変革を与えようとしてお り,こ の時期にその

青写真を作 り,重 要なプロジェクトを浮上がらせ

MCCの 委託開発のように指定テーマを決めてや

ったらどうかとい うことです。

ついでに申し上げますとさきほど話が出てお り

ました金融面に関連 してVEC(研 究開発型企業

育成センター)制 度の適用を新技術の開発投資の

みならず もっと新応用技術面に拡大 してはどうか

ということです。新応用技術の開発によって,今

迄得られなかった高機能のものや,低 コス トのも

のが実現範囲に入って来るとい うものが多数あり

ます。いま,某 地域ではVEC制 度の地方版をつ

くり新応用技術の開発に適用 しようとい う動きが

あります。今中央にあるVEC制 度や地方の特色

を盛 りこんだその様な制度が相乗効果を生んでよ

りよい方向に進むことを期待してお ります。

岡田 具体的に施策面に対する要望のようなこと

も出ましたが,角 田さんいかがですか。

角田 システムハ ウスというのはベンチャービジ

ネスにかなり近い性格を持 っているのではないか

と,私 は思います。つ まりVEC技 術を重視する

研究開発型に近いところで,企 業 としてのシステ

ムハ ウスがとらえられるのではないの で し ょ う

か。VECの 利用なども相当なさっているのでは

ないでしょうか。

馬場 研究開発型であるとい うのは,ま さにその

とお りです。それよりも,私 のところは全面的に

お世話になっていますが,シ ステムハウスとい う

のは割合に現在のVECに は入っていません。

いわゆる新応用技術の開発を実行するためには

かな りの研究費がい ります。金を持 っていればい

いのですが,金 も担保もないとい う場合には,そ

のVECよ うなシステムが新応用技術の研究開発

に応用できればいいとい うことです。

岡田 リスクの度合いとい うようなことですか。

馬場 近畿システムハウス協会は,今 度大阪科学

技術センターのマイコン事業実行委員 会 で一 緒

に,顧客との共同技術開発を進めています。 また,

もう一つ大阪府のMCプ ラザの担当を しているの

が,具 体的な現れです。

それから地域技術の面について一例を申し上げ

ます。私の会社は奈良の方なんですが,何 か地域

のために先端技術関連での技術改善,技 術開発を

しようとい う話があ ります。その難易性であると

か,経 済効果であるとかいろいろ考えなければな

りません。 しか し,要 は成功例を一つでも二つで

も作っていこう,と 奈良工業試験場等と一緒に考



え て お ります 。

た とえ ば 毛 皮 の 染 色 で す が,奈 良 に は この 業 者

が 中 小 で す け ど120社 く らい あ り,一 社 平 均8人

くらい で 全 体 で 約1,000人 の 人 が 働 い て い ます 。

そ こに い わ ゆ る カ ラ ーマ ッチ ン グで あ る とか,カ

ラ ー シ ン セサ イ ザ ー,ま た そ れ と対 応 した 染 色面

に おけ る染 色 プ ロセ ス を 組 み 合 わ せ て,何 か で き

な い だ ろ うか とい うこ とで す 。

ご存 知 の よ うに,技 術 の実 績 の な い と ころ に テ

ー マだ け 出 して も,実 際 に は で き ませ ん。で す か ら

工 業 試 験 場 等 もか な りの 技 術 を 持 って い て,そ れ

と マ イ ク ロエ レ ク トロニ クス が マ ッチ す る とい う

地 方 的 な問 題 が これ か ら 出て くる と思 い ます 。

開発ツールへの融資 も

岡田 近畿システムハウス協会の法人化の問題,

協業化の問題についてお話があったのですが,中

部ではいかがですか。工業会としての,今 後の方

向について何かございますか。

萩原 その前にさきほどの経営面の話ですが,資

金面では,中 小企業でもある程度のスケールにな

れば,銀 行の方は積極的に貸出してくれるような

状態になっています。

ただ中小企業 として開発ツールなどを買入れ よ

うとすると,相 当な費用がかか ります。そこで会

員の中からは,そ のような資金をなん とか融通 し

てもらい,経 済的に使わせてもらうことはできな

いものだろうか とい う話がでています。

やは り開発 ツールはな くてはならないものであ

り,新 しいマイコンチップが次々と開発されるの

で,何 年 も経たないうちに陳腐化するので新 しい

ものと取 り換えなければなりません。このような

宿命的な問題があ りますので,お 願い しておきた

いと思います。

現在,CADと かCAMと 言った問題について,

IBM等 の見学会をした り,実 際に使っていると

ころの見学をさせて頂いています。やはり,時 間

短縮と省力化の問題 とい うことで,な るべ く小人

数で短時間に仕上げるということで検討を始めて

います。また工業研究所でも何 とか準備 しようと

システムハワスの現状と展望
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い う話 も あ ります 。 しか しも っ と公 的 な,特 に 官

と しては 通 産 省,MCC,県 な どが 一 体 とな っ て

の こ うい った 施 設 を早 く提 供 して頂 けれ ば あ りが

た い と思 い ま す。

同時 に地 方 に あ ります と,教 育 の 問 題 や情 報 収

集 に つ い ては 極 め て 良 くあ り ませ ん 。 そ こ で,特

に新 しい技 術 の動 向 な どの 講演 会 を 開 い て頂 い て

ア メ リカ あ た りの 斬新 な情 報 を 早 くつ か む こ とが

で きれ ば あ りが た い と思 って い ます 。

も う一 つ,さ きほ どの 技 術情 報 の 中 で シス テ ム

ハ ウス の 現 状 と して55年 の 統 計 を 見 せ て 頂 ぎ ま し

た が,つ い 数 日程 前,中 部 シス テ ムハ ウス 工 業 会

の 定 例 会 議 を 開 い た 時,是 非 お 願 い して 欲 しい と

い うこ とが一 つ あ りま した 。 これ は,東 京 な り近

畿 な り,あ るい は 総 合 的 な 工 業 統 計 と,白 書 の よ

うな 形 で 教 え て 頂 きた い とい うこ とで す 。 また,

サ ンプ リン グ した 会 社 が どの 程 度 の業 種 ス ケ ール

で あ るか とい うこ と もつ け 加 えて 頂 け れ ば 大 変 結

構 で す 。

眞田 隆幸

た だ現 在 の エ レ ク トロニ クス の進 歩 は,あ ま り

に も激 しい の で,せ め て半 年 位 前 の情 報 を も らえ

た ら非 常 に あ りが た い の でつ け 加 え て お ぎ ます 。

岡 田 通 産 省やMCCへ の要 望 事 項 も出 て ぎ ま し

た が,こ れ まで の こ発 言 に関 連 して つ け 加 え る こ

とが ご ざい ま した ら ど うぞ 。

眞 田 皆 さん もお 聞 き及 び の 通 り,川 崎 市 の北 部

で マ イ コ ン ・シ テ ィー を 設立 しよ うとい う目標 で

この2年 間 努 力 を して参 りま した 。 川 崎市 と工 業

会 が野 村 総 研 に 委 託 した 調 査報 告 が,57年 の春 に

や っ とで きて き ま した 。 お 金 と時 間 を か け た だ け
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のことはあって非常に詳 しい立派な報告書ができ

ました。

私 どもの工業会の加入会社の主体は中小企業で

まだ任意団体です。力のない小さい団体が食いつ

くには,マ イコンシティーは少々大きなテーマな

ので,そ んな大きなことを考えてどうするんだと

い うようなご意見をあちこちから伺いました。 し

かしなんとか軌道に乗せたいと思ってやってきま

した。

非常に面倒な問題が重 り合っていますので,現

時点からすべてのことが順調に進んだとしても,

実現するのは3年 ないし5年 先のことでしょう。

また,工 業会加入の各企業はたとえスケールは小

さくても,問 題をいろいろ抱えて,毎 日が勝負と

い うことでベス トを尽くしておられる。ですから

4年 も5年 も先のことにいまから乗って行けるか

とい うような点でも非常な心配があ ります。

土地開発に関する制約を一つひとつ解決 してい

くとい うことも確かに重要ですが今後,こ の計画

が輪郭を現 して くると,す ぐに出て参 りますのが

資金の問題です。まず最初は,20ha以 上とい う広

い土地を誰の責任と,資 金で開発するのかとい う

こともあるでしょうし,も う少 し進む と,区 画割

りの大 きさにもよりますが,結 局は企業がその土

地を買取る形になるわけですから,そ の時の資金

はどうするかとい うことです。

マイコン ・シティとい う名前のもとに,シ ステ

ムハウス企業群が集まった頭脳集積地域を作ろ う

とい うことですから,他 の全った く異る産業分野

の企業が入って来られるのは,シ ティの理念から

いっても少々困 ります。そこで,土 地を取得 した

ら,3年 から5年 の間に建物を建てて操業に入る

こと,第 三者に勝手に売却処分 してはならないと

い うような規約なども作ってい く必要がでて くる

で しょう。

現在の工業会加入企業の大方のスケールを考え

ると,資 金面からしてもマイコンシテ ィーの立地

に際 してかな り難しい問題が,近 い将来でてくる

のではないかと心配 しています。土地を取得 し工

場を建てれば建物の中には設備がいる。設備を動

かすためには人がいる。運転資金も必要になるで

しょう。そこで銀行融資一つを考えてみても,銀

行から必要 とするすべてのお金を借 りて土地を買

い,そ の土地に工場を建てて操業にはいるとい う

いわば他人のふんどしですべてを間に合せる無手

勝流などという都合のよい方法があるはずがあり

ません。

資金問題一つ考えても,ま だ時期が早かったの

で具体的な方策は工業会としてはまだ持っていま

せん。しかし,し かるべき行動を始める必要が,

そろそろ出て来たのではないかとい うのが現状で

す。

マイ コンシテ ィ構想はもともと川崎市の施策と

して進めて来られました。これに対して民間側と

して,工 業会もできる限 りの対応をしていかなけ

ればならない時にさしかかってきています。中小

企業が何十社か集った任意団体としての工業会で

は,市 に対 して力不足の現状は残念ながら否定の

しようがあ りません。そんなこともあって,今 後

東京地区でも工業会の法人化を早期に実現 しよう

とい うのの大きな目標です。

萩原 ちょっとおたずね したいのですが,マ イ コ

ンシテ ィの土地は,1坪 いくらで話があるんです

か。

眞田 ㍉まず野村総研に委託した結果ですが,川 崎

市の北部が一番いいのではないかということが総

研 のスタデ ィで指摘されました。市はその線で動

くとい うことで,地 権者グループと接触をはじめ

ているいるように聞いています。来年度の市の予

算でも,マ イコンシティ構想推進のための予算が

計上されたと聞いています。

いま,市 の方でマイコンシテ ィ適地 としてお考

えになっている土地は全体で約45haで す。一挙に

開発するのには,少 々スケールが大きすぎます し

二次,三 次 とい うことも考えられるのでとりあえ

ず23ha前 後が第一次計画として考えられ て い ま

す。たくさんの地権者がからんでいますので,地

権者の組合があるわけですが組合 としては川崎市

の施策にそって協力するとい うことのようです。

しか し,依 然として農業を続けたいとい う地主



もおられ ると思います し,野 村総研のスタディの

中にも書かれていますけれ ど,一 般の工業団地で

はなくていわゆるインダス トリアルパーク形式の

緑地の中に頭脳集積型の企業が点在するとい うイ

メージを川崎市も我々も描いています。ですから

実際の企業の敷地は,約 半分 くらいになるで しょ

う。

23haの 総面積の中に,道 路のような公共のスペ

ースや農地が残 り,約 半分 くらいを企業の敷地に

しようという構想です。また,敷 地の区割 りとか

その他の種 々の事柄について工業会 として民間側

の意見を代表 して今後川崎市側と接触を進めて行

きたいと考えています。

角 田 周一 氏

川崎市の北部の市街化調整区域の土地の価格は

端的に言いますと,坪10万 円 くらいのもので しょ

う。それが,造 成を して工事費を上乗せ して,道

路のような公共地を加えると,市 の見解では4,

5年 先の分譲の暁には坪30万 から50万 円くらいに

なるのです。 しかし,具 体的な工事設計書や青写

真が今現在あるわけではないので,確 定的なこと

はまだ申し上げ られない現状です。

萩原 やは り安くはないですね。

眞田 マイコン ・シティ構想といっても,分 譲の

際には,区 割 りが全部 うずまるかどうかとい う売

買の問題でもあり,空 地がたくさんでると困るわ

けです。ですから,情 報処理産業関連とい うこと

で,何 もマイコンを扱っている中小企業のみと狭

く考えずに,も う少 し広い企業範囲で立地を求め

るぺきだろうという意見が過去の市 との話 し合い

の件で出ています。

システムハウスの現状と展望
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また,何 も東京都,神 奈川県在住のシステムハ

ウスとい うことに限定する必要もありません。た

とえば,関 西や中部地方あるいはそれ以外でも東

京近郊に事業所を持ちたいとい う企業もあるはず

です。具体的な形でなるべ く早い機会に当工業会

を中心 とした民間側の体勢を作 りたいと考えてい

ます,い ずれにしても,58年 初頭 よりマイコン ・

シテ ィ構想が具体的に動き始めると思います。

マイコン ・シティの構想

大阪ではビルに集約

馬 場 近 畿 の方 で は,各 地 域 で マ イ コ ン ・シ テ ィ

の よ うな考 え方 が 出 て き てい ます 。

大 阪 で い い ます と,大 阪 市 は ビルを 用 意 す るか

らシ ス テ ム ハ ウスは 集 ま らな いか,京 都 は この地

域 に集 ま らな いか とい うお誘 いが あ り,1年 半 ぐ

らい,市,府 当 局 の方 と私 達 で ス タ デ ィして い ま

す 。 しか し結 論 的 に 言 い ます と,市 と府 は あ ま り

引 っぱ り合 って 欲 し くな い 。一 体 化 して欲 しい と

思 い ます 。

た とえ ば,市 の方 が 建 物 を 提 供 して くれ る とい

うこ と で あれ ば,府 の方 は セ ンサ ー ラ イ ブ ラ リー

ぐ らい 作 っ て くれ る とい う よ うな こ とで機 能 を 寄

せ るい わ ゆ る メ カ トロシ テ ィ とい う よ うな 考 え方

を私 は話 して い ます 。だ い た い そ の よ うな こ とで

大 阪府,市 一 体 に な って い こ う とい う空気 が あ る

よ うで す 。

も う一 つ は,と りあ え ず シ ス テ ムハ ウス と言 っ

て も,工 場 を 持 っ て生 産 を や っ てい る と こ ろは,非

常 に い ろい ろな 事 情 が あ ります 。 大 阪 の場 合 は,

今 後 の都 市 型 産 業 とい うこ とで,こ の 地 域 管 領 を

と ら まえ て い きた い とい う意 向 が 強 い わ け で す 。

人 が 集 り易 い と こ ろで,利 用 者 が 利 用 し易 い と

こ ろ と い うこ と にな る と,や は り都 心 へ 出 よ うと

い うこ とに な ります 。 そ れ に は,ソ フ トノ、ウス は

ピル を 抱 え てそ れ ぞ れ や って い る のだ か ら,ま ず

ソフ トハ ウ スが 集 ま った ら ど うな んだ ろ うか 。 そ

れ か らハ ー ドを や っ てい る シ ス テ ムハ ウ ス も,営

業 部 門 は そ こへ 部 屋 を借 りて,次 々に 並 べ る こ と

も ど うだ ろ うか とい うこ とに な ります 。
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そ う します と,多 種 多様 の企 業 の人 達 が これ ら

の ア プ ライ の 相 談 に 来 られ るの も,非 常 に 便利 に

な るわ け で す 。 こ う して,ま す ます メ カ部 品,エ

レ ク トロニ ック ・パ ー ツ の市 場 も企 画 し,ソ フ ト

ハ ウス も,コ ンサ ル テ ィン グ プ ラザ も入 り異 業 種

交 流 も行わ れ ます 。 この よ うな形 で,い わ ゆ る マ

イ ク ロエ レク トロ ニ クス と言 い ます か,メ ガ トロ

シ テ ィとい うもの を 作 った ら ど うか とい うの が,

大 まか な 構 想 で す 。

岡 田 各 地 域 とも大 きな 構 想 を お 持 ち の よ うで す

ね 。

最 後 に,こ れ は な か な か難 しい と思 い ます が,

業 界 と して の 将 来 の 取 組 み に つ い て 伺 い た い と思

い ます 。

社会的ニーズを発掘

小椋 今後システムハウスがどうなっていくか,

これまでいろいろなお話がでてきました。

その中で感 じたのは,特 有技術を持つこと,そ

して,こ れまでなかったような製品を作っていく

ような方向に しなければならないのではないか,

従来のカム機構や油圧制御機構に換えてマイコン

を組込んでいくとい うだけでは,済 まなくなって

くるのではないかとい うことです。

そこで一番重要なことは,何 度もお話がでたよ

うに,創 造力のある人材育成とい うところに落着

くのではないかということです。そのためには,

やは り社内での教育待遇が大切です。それによっ

て,技 術を蓄積 し,財 産化していくことができる

のではないかと思います。

角田 私はある意味でコロンブスの卵的なものを

見い出 していくのがシステム・ハウスではないか

と思います。

このためには,常 に新 しい昌一ズを発掘 し,技

術力を蓄わえていくことです。

また,ニ ーズを発掘できるような人との,い わ

ゆる異業種分野との幅広い交流も必要ではないで

しょうか。あるいは,世 の中が どんどん進んでい

きますので,そ れにキャッチアップしていける人

材の確保,教 育も必要になってくると思います。

萩原 現在のシステムハウスは,大 型 コンピュー

タとパーソナル コンピュータの中間にあって,両

方から攻められていると思 うのです。その中で,

とにか く信頼性 とかあるいはシステム開発に対す

るノウハウを十分に蓄積しておいて,対 処してい

かなければな りません。

システムがだんだんIC化,LSI化 されてゆ

きます。ですか ら,特 にIC,LSIの 技術革新

に対して注目しながら,あ るいは活用しながらソ

フ トウェア効率を考えたハードを新 して設計 して

いくことが,ソ フ トウユアを効率良 く使える一つ

の原動力 となると思います。

馬場 さきほど言いました ように,ア プリケーシ

ョンの領域とい うようなものも,ど んどん増えて

いくと思います。

もちろん大きなシステムハウスとい うべきもの

が,大 企業にありますけれ ども,大 企業が選択で

きない小 さいものは多 くなっているわけです。

ですから,仕 事が枯れていくという こ とは な

く,む しろ反対にますます多くなっていくと思い

ます。

そこで一番大事なことは,技 術が命ですので,

技術ベースを蓄積 してい くことです。第二には,

これからの先端技術関連 としても,自 己主張ので

きる製品を売 り出し,専 門化していくことが必要

だと思います。

岡田 最後に,眞 田さんお願い します。

眞田 皆さんのおっしゃったことは,ま った くそ

の通 りだ と思います。

たまたま陽が当っている業界 ということもあっ

て,事 業の維持,発 展とい う当面の目的のために

は仕事がい くらでもあるとい うのが,お おかたの

システムハウスの現状で しょう。

システムハウスという言葉は,あ まりにもては

やされ過ぎ,シ ステムハウスこそが将来の企業だ

と言われかねないような様子です。しかし,私 は

同時にまたシステムハウスの将来にある種の危機

感を絶えず感 じています。

自己主張のできる技術を確立 して,社 会のニー

ズに応える,あ るいはニーズを開拓するという方
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システムハウスの現状と展望

向へ全力を挙げて行かなければシステムハウスの

将来はないのだ と私は確信 しています。

岡田 予定の時間も参 りましたのでこのへんで終

らせていただきます。長時間どうも有難 うござい

ました。

〔資料〕 システムハウス関係団体の概要

日本 マ イ ク ロ
コ ン ピュ ー タ シ ス テ ム工 業 会 中部 システ ムハ ウス工業会 近畿 システムハ ウス協会

所 在 地 〒104東 京都 中央 区新富1-19-7
日東 ビル5階03(553)9564

〒453名 古屋市中村区二瀬町38
052(803)1530

〒550大 阪市西靭本町1-8-4
大 阪科学技術 セ ンター内

06(443)5321

会 長 眞 田 隆 幸
〔アイ電子測器㈱代表取締役社長〕

萩 原 忠 臣
〔萩原電気㈱代表取締役〕

馬 場 幸三郎

〔㈱ エー・デ ィー・エス代表取締役〕

事務局長 菊 地 香 彌 桐 山 清 脇 谷 和 夫

目 的

目的

本会は会員相互の協力に よ り会

員各 自のマイ クロコンピュータ応

用技術の 向上をはか るとともに,

業界 の確立 と発展 に寄与す ること

を 目的 とす る。

目的

本 センターは会員相互 の協 力に

よってシステムハ ウス各社 の経営

・技術 の向上を はか り,シ ステム

ハ ウス業界 の一層 の発展を促 し,

マイ クロコ ンピュータの応用 利用

の促進 を通 じて中部地域産業 の発

展 に寄与 する ことを 目的 とする。

目的

本協会は,会 員相互 の協力に よ

って,シ ステムハ ウス各社 の経営,

技 術の向上を図 り,シ ステムハ ウ

ス業 界の一層の発展を促 し,マ イ

クロコンピュー タの応用利用の促

進 を通 じて近畿 地域 産業 の発 展に

寄 与す ることを 目的 とす る。

事 業

活動

基本方針:マ イ クロコンピュー

タの業界ベ ースの活動を本 旨 とし

てゆ くゆ くは マイ クロ コンピュー

タ工業発展を遂げ る。 そのために

単 なる研究会的サ ー クル に落 ち入

らずマイ クロコ ンピュー タの普及

を通 じて業 界の確 立をめざす。

本会は,前 条 の 目的 を達成 す る

ため下記の諸活動 を行 う。

(イ)セミナー ・シ ンポジ ウム,見 学

会,研 究発表会,展示会 等の開催

(ロ肢 術資料の収集お よび配布

内海外資料の調査,マ ー ケテ ィン

グ等

⇔技術 コンサル テ ィングの授受

困 マイク ロコンピュータ応用 シス

テムの技術交流,共 同開発

内 共同PR,宣 伝活動

(ト膿 関紙 の発行,そ の他パ ブ リケ

ーシ ョン

θ その他本 会の 目的遂行 のた めの

諸行事

事業

本セ ンターは上記 の 目的 を達成

するため,次 の事業 を行 う。

ω システムハ ウス各社 間の各種技

術情 報,経 営情報 の交換 。

回 システ ムハ ウスの相互援 助。

内マイ クロコンピュータの応用製

品,利 用機器お よび ソフ トウエ

アの共同研究な らびに開発。

目 シス テムハ ウス業界の広報活動

お よびマイ クロコンピュータ利

用技術の普及活動。

困国お よび地方公共団体へ の建議

または要望。

内関東地域 ・近畿地域等 のシス テ

ムハ ウス業界の情報配布。

{ト}ユーザ業界な らびに関連諸団体

との連繋。

旬 その他本会 の 目的を達成す るた

めに必要な事業。

事 業

本協会は上記の 目的を達成す る

ため,次 の事業 を行 う。

←f}マイ クロコンピュー タの普及お

よび会員であ るシステ ムハ ウス

各社について の広報活動。

(ロ洛 種技術情報 ・経営情報等の収

集 ・交換。

内経営 ・技術等に 関す る研究会,

発表会,シ ンポジウム等 の実施。

目 マイ クロコン ピュータの応用製

品,利 用機器お よび ソフ トウェ

アの共 同研究な らびに開発。

困 システムハ ウスの相互援助。

内市場 ニーズ,シ ーズの相互情報

交換。

旧会報 の発行。

胡 国および地方公共団体へ め建議

または要望。

(リ)大阪科学技術 センターをは じめ

関連諸団体 との連繋。

G)そ の他本会 の 目的 を達成す るた

めに必要 な事業 。
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イ、 イド・レ ト

それ は マ イ コ ンの可 能 性

の歴史 で あ る

株式会社 デジタル

山 名 康 裕

システムハウスの草分け

く竈デジタル"とい う社名は
,デ ジタル万能時代の

幕明けに際 して付けたと言 う。設立は,8008(イ

.ンテル社の8bitマ イクロプロセヅサー)が アナ

ウンスされ る直前だった と言 うから,シ ステムハ

ウスの草分け的存在である。時代的な社名は,パ
之
イオエアとしでの特権と言えるだろう。これまで

に開発したマイコンのアプリケーシeン システム

は,枚 挙にい とまがな く、その開発の歴史は、マ

イ コンの可能性の歴史とも言えるほどだ。業界の

育成をね らいとした実態把握のために,同 社を訪

れ る国,地 方 自治体関係者は後を絶たないが,彼

らが抱いて帰る感想は,ま さに く¶マイコンの落 し

子企業の典型企業"で あ り 駅機械に頭脳を入れる

若手の頭脳集団"と い うことで一致している。

だが,シ ステムハウスに世代があるとすると,

同社はいまや最終の世代にあると言え「な く もな

い。というのも,い まの同社の実態をみると,シ

ステムハウスと呼ぶべきか,メ ーカ⇒(さ しずめ

情報 ・制御システム機器メーカー)と 呼ぶべきか

とい うことで,ハ タと迷ってしまうヴらだ。それ

は,ち ょ うど10年 前 のベ ンチ ャ ー ビ ジネ ス(VB)

.べぶ ば Ω語誌'ふ 　嚢 ≧ 癬 ・撫 ば:ぷ.
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ブームの最中に,中 堅企業に足を踏み入れたばか

りの企業が,VBと 呼ばれることを嫌 ったように,

いまの同社は,周 囲の見方とは裏腹に同様な心境

にあるように思えてならない。要するに,シ ステ

ムハウスか らメーカーへの過渡現象期に差 しかか

っているのだ。

同社のこれまでの試行錯誤を知 り,そ して現在

の戦略を見る時,同 社が歩もうとして い る方 向

は,シ ステムハ ウスが必然的に歩むべき道である

ような気がしてならない。

10年 で グ ル ープ を形 成

デジタルの本社は,大 阪の郊外の松原市。鉄筋

3階(1部4階)建 ての自社 ピルは,一 昨年の秋

に完成をみた。ここが本社兼開発の拠点で,従 業

員は約60人 。他に100%出 資の生産子会社,ロ ジ

ック(八 尾市)を 擁 し,昨 年秋には販売会社,ユ

ニ ック(大 阪市)を 設立 している。

10年前,和 田恵三社長以下の若手技術者5人 が,

某大手事務機会社から集団でスピンオ フ した 頃

は,ま さにVBの 典型であった。 「とにかく技術

的に満足のできる仕事をや りたいとい うことで,

技術だけを財産に創業した。当時は儲けようなど

とい う気持ちはサラサラなかった」と語 っ て い

る。しかし,シ ステムハウスとしてのひと通 りの

辛苦をなめて10年 。 「いまは人も仕事 も増えた。

会社が公のものとい う考え方になると,や は り技

術力をペースに規模の拡大をはか り,社 会に貢献

していかなければならない」と言 って止まない。

振 り返ってみると,最 もシステムハウスらしい

充実 した仕事ができたのは,マ イコン応用が活発

化 し始めた7～8年 まえから。機械業界など,エ

レクトロニクス以外の業界では,電 気関係の技術

者がいても,総 じてデジタル技術に弱かったため

に,製 品差別化のポイン トとなる演算 ・制御等の

仕事をも外注に依存せざるを得なかったか らだ。

しか し,発 注企業も次第に力をつけ,シ ステムハ
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ウスに求める仕事に質的な変化を感じとると 「シ

ステムハウスとい う看板だけでは,便 宜屋に終 り

かねない」と思い,素 早 く戦略転換をはかった。

それは,OEM生 産体制の強化であり,自 社ブ

ランド商品の開発を推進することだった。つまり

メーカーへの脱皮であった。

自社 ブランドの第1号 は,5年 前に開発 したオ

フコンだった。しかし,当 時は販売力がゼロに等

しかったこともあって,物 の見事に失敗した。高

い授業料だったが,次 の自社ブラン ド商品戦略に

大いに生きた。

「大手 と真正面か らぶつか らないためには専用

機路線 しかない」 と悟 ると,大 手がパヅケージで

専用化をはかっていた歯科医院の診療報酬請求シ

ステムに参入することを計画。ハードウェアから

専用化をはかって 「デンタルコンピュータ」で,

歯科医市場に殴 り込みをかけた。

「OAの 裾野は,こ れから広がってい くが,本

当に使い易 くて,低 価格のものにするには,ハ ー

ドウェアから専用化する必要がある」 というわけ

であった。

このため,市 場調査には約2年 も費した。それ

によって歯科医院は,一 般医院と違ってスペース

が少ないこと。また自宅でも入力できる携帯性の

あるものといった種々のニーズを吸収 し,お よそ

1時 間以内の練習で使いこなせるバカチョンシス

テムとして完成させた。

アーキテクチ ャーは,割 愛するが,ユ ーザー指

向のそれが受け,も っか歯科医向けでは有名ブラ

ンドであ り,最 大手だ。ちかいうちに入力に音声

認識装置を組み込む計画 と言 う。

このように歯科医向けでスター トした専用機戦

略は,今 後,建 設業界をはじめ,種 々の業界に拡

'大される見通しだ。

一貫開発、大手受注 を志向

一方,OEMに 対する考え方もしっか りしてい

る。できるだけ大手企業からの発注で,し かも開

発か ら一貫 して手がけられるものを受注対象とし

た。すでにPOSタ ーミナルや各種端末装置など

機器には じまり,NC制 御装置やデータロガーt

乗車券発行装置……など,OEMで 手がけたもの

は,か な りの数にのぼ っている。とくに発注先を

大手に絞 ったのは,生 産物責任の考え方がしっか

りしていて検査が厳 しい。つまり品質管理がシビ

アなのと,コ ス ト意識が高いからである。

「当社 の場合,シ ステムの開発力はある。しか

し,メ ーカーに脱皮するためには,品 質コス ト面

で,も っとスタディする必要がある」と語ってい

る。

これまでシステムハウスと言えば,片 手にエン

ピッ,も う一方にハンダゴテを持てば,何 とかや

っていけると言われてきた。しかし,メ ーカーに

脱皮 しようとすると,総 じてメカ技術などに弱い。

その点,OEMに 箭向きに取 り組むと 「一連の生

産技術を磨くことができ,下 請企業の組織化もで

きる」。つまり,和 田社長の場合は,OEMで 儲

けようとい うよりも,OEMを 通 じて学び,OE

Mで 経営を安定させようとい う考え方である。

和田社長は言 う。 「デジタル技術を持たなかっ

た頃の大手は,当 社にその技術力を求めた。 しか

し,い まは極論するとコス ト面でしかない」。和

田社長は,シ ステムハウスに発注される目的の変

化を肌で感 じながら,前向きに対処 しているのだ。

現在,売 り上げの比率は,自 社 ブランド商品が

4



20%,OEMが50%,そ して残 りの30%が システ

ムハウスらしい仕事,い わゆるマイコン応用シス

テムの受託開発で,俗 に"一 品料理"と 言われる

ものだ。売 り上げ比率では年々下がってきている

が,仕 事量 としてはそんなに減っていない。今後

も現在の仕事量を維持 し,よ り高度なシステムを

選別受注 してい く考えとい う。

つまり,OEMが 生産技術を磨 く道場なら,シ

ステムハウス部門は,革 新著 しい技術に遅れをと

らないために,最 新の技術と知識を補給する手段

と考えているわけだ。

昨年は,JIPDECか らマルチプロセ ッサー

用開発支援システムの開発を受託 した。 「マイコ

ンの性能が向上するにつれて,マ ルチプロセ ッサ

ーシステム,い わゆる複数のCPUを 有機的に結

合 させて処理をさせるとい うシステムの開発が活

発化しつつあるが,さ しあたって必要な開発ツー

ルの開発が遅れている」 とい うのが,申 請の動機

だ ったと言 う。理想としたのは,会 話形成によっ

てソースプログラムの開発からシ ミュレーション

までが一貫 して行えること。とくにインサーキ ッ

ト・エ ミュレーター(ICE)の 機能を強化す る

ことによって,デ バ ヅグを容易にすること一 な

どであった。開発は大阪大学 と産学協 同 で 進 め

た。

ハ ー ド設計 に も苦心 の 跡

今 日,マ ル チ プ ロセ ッサ ー化 は,か な り身 近 な

と こ ろで も進 み つ つ あ るが,こ れ まで のICEは,

あ くまでCPUが1個 の シス テ ムが 対 象 。 タ ー ゲ

ッ トシス テ ムが 複 数 に な る と,タ イ ミン グの チ ェ
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口 ロ イ ンサ イ ド・レ ポー ト口 口

ッ クが 行 え な い た め にお 手 上 げ だ った 。 開 発 効 率

を 上 げ るた めに は,ど う して も 「CRTで プ ログ

ラ ム の 開発 が で き,即 タ ー ゲ ッ トシ ス テ ム で デバ

ッグ も行 え る とい う ものが 心 要 だ った 」 と い うわ

け だ 。

そ こで 同 社 で は,1台 の会 話 ユ ニ ッ トで,多 数

のICEユ ニ ッ トを コ ン トロール で き る も の と し

て 完 成 させ た 。 マル チ プ ロセ ッサ ー シ ス テ ム の シ

ミュ レー シ ョンを す る場 合,デ ー タ の転 送 の タイ

ミ ングが 問 題 とな るが,こ の支 援 シス テ ムで は,

会 話 ユ ニ ッ トか ら同 時 に ス タ ー トを か け る こ とが

で き,ユ ニ ッ ト間 の実 行 命 令 のズ レを 無 くす た め

ハ ー ドの設 計 面 で も,ず いぶ ん苦 心 を払 っ て い る 。

また 各CPUの 状 態,つ ま りワ ンサ イ クル ご との

送 受 信 デ ー タを,同 一 画 面 上 で 見 る こ と もで き る

な ど,多 く の メ リ ッ トが あ るた め,マ ル チ プ ロセ

ッサ ー シス テ ム の開 発 ス ピ ー ドを 上 げ る強 力 な 武

器 に な る もの とみ られ る。 開 発 した もの は,ザ イ

ロ グ社 のZ80を 対 象 と した もの だ が,ア ダ プタ ー

な らび に ア ッセ ン ブ ラー な どを 用 意 す る と,他 の

マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ーに も適 用 で きる とい う。

と ころ で 売 り上 げ比 率 で は,す で に30%に 低 下

した シ ス テ ムハ ウス 部 門 で は あ るが 「この先 も,

自社 技 術 を 練磨 す るた め に,こ う した 挑 戦 的 な テ

ー マ の 受託 に 力 を入 れ て い く」 考 え。 ・

そ して 「こ う して磨 い た技 術 で 自社 ブ ラ ン ド商

品 の開 発 に 力 を入 れ,2,3年 後 に は,自 社 ブ ラ ン

ド商 品 の売 り上 げ 比 率 を50%ぐ らい に 高 め た い 」

と言 い き る。 そ の メ ーカ ーへ の 脱 皮 カ リキ ュ ラ ム

は,極 め て ロジカ ル に 組 まれ て い る。 同 社 が これ

で 大 きな 成 果 を お さめ る と,や が て シス テ ムハ ウ

ス 業 界 の 模範 的 カ リキ ュ ラム と して 注 目を あ つ め

る こ とに な るだ ろ う。

(日本 工 業 新 聞 大阪 本社 経 済 部)
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囲

日本 の産業 を支 え る

シ ス テ ム 開 発 エ ン ジ ニ ア

電子技術総合研究所

田 村 浩一郎

マイクロコンピュータが埋込まれた機器システ

ムを単に 「システム」と呼ぶことにしよう。この

略称は決して不遜ではない。現在でもすでに多く

のシステムにマイコンが埋込 まれているからであ

る。たとえば自動販売機にさえ数個,大 型 プラン

トになると何千 というマイコンが 目に見えないと

ころで使われている。

これはほんの4,5年 前からの出来ごとである。

それこそ野火のように広が り,今 でも広が りつつ

ある。それがあらゆる産業にわたるため,マ イ コ

ン壊込み技術なくして。 日本の産業を語ることは

不可能である.e産業ばか りではない。教育や芸術

の分野にまでマイ字∨塩込み機翻i泰灘 固しはじめ

二'ゴ ㌧ .苓i:♪

た。文明そのものの基底になりつつあるのだ。

この全 く新 しくかつ極めて重要なマイコン埋込

み技術は誰が持 っているのか。これまでその名前

さえ一般的には与えられていない。ここではその

ような技術者を 「システム開発技術者」と呼ぶこ

とにしよう。

システム開発技術者は,マ イコン周辺のハー ド,

ソフト,さ らには対象システムの知識と技能を持

たなければならない,高 度のプロフェッショナル

なものである。

この新 しい職能の現状は どうなのか.問 題点は

何か,そ の対策は?な どといったことについて以

下に述べる。,:.・

エ爆}べ ㌧'Yへ.'∴

、早s

議i懸 盤轟 轟1鑑 ニミ撫 臨 ≧ 』 』
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1.変 わ る コン ピュー タの 役割

もある。 しか し一方で専門分化の割合いが次第に

増大 しつつあるのも事実であり,実 際,こ の部分

が コンピェータ需要を拡大する大きな要因となっ

ている。

コンピュータはプログラムを作 り,か つ使 う道

具である,と い うのが一般的な見方である。つま

り,コ ンピュータを買ったユーザは自分がなにか

プログラムを作ることを前提 とすると考えられて

きた。過去においては確かにそのとおりであった

し,現 在もそういうものが多い。

しか しそれが変 りつつある。でき合いのプログ

ラムがすでにあって,そ れを使 うことを目的に コ

ンピュータを購入するユーザが増えて来ているの

だ。

その種り最たるものがマイコン埋込み機器であ

る。たとえばゲーム機器。あるいはマイコン付き

家電機器。さらに,大 型装置の制御機器。

こういった機器(シ ステム)を 使 うユーザはも

はやコンピュータを使 うとい う意識に乏しい。プ

ログラムをしないからである。ハー ドはもちろん,

内蔵されたプログラムも製作者まかせである。

実際,こ の種の機器のプログラムをユーザにま

かせても多くのユーザには無理である。単純な事

務計算などのプログラムと異 り,ハ ー ドとのか ら

みの部分がむずか しい。その作成には高度な専門

的技能が要求される。

こうして,コ ンピュータの(プ ログラム)にも「作

る人」と 「使 う人」の分化がはじまっている。

すぺてそ うなるとい う訳ではない。相変 らず コ

ンピュータの大 きな役割として,ユ ーザが自分で

プログラムする,と いう面が残るであろう。それ

がパーソナルコンピュータの普及の大きな要因で

2.影 響力が甚大な応用

応用範囲がひろがるにつれて,社 会に対する有

形,無 形の影響力も大きくなってきた。そのなか

でも特に重視すべきものは,マ イコン応用システ

ムのち ょっとした誤 りが結果的に社会に大きな被

害を与えるようなものである。

たとえば医療器具。CTそ の他の診断装置にお

いては診断のあやまりとな り,注 意深い医師によ

ってその防止も可能である。しかし治療のレベル

にまでマイコンが使用されるようになると,ち ょ

っとしたプログラムの虫が発現 して大 きな影響を

与えることもある。大型 プラントにおいても同様

である。マイコンはいまや末端の神経細胞のよう

にすみずみに使われだしている。そこでのハー ド

の故障やプログラムの小 さな虫がある目とてつも

な く大 きな事故をひきおこさないとないとは限ら

ない。

さらに大型ダムのような土木施設の制御にもマ

イコンが使用される。その他交通機関,発 電所な

ど数えあげればキ リがない。

これ までにもコンピュータのミスによる社会的

な被害は度々論 じられてきた。 しか しそれらは銀

行システムのように大型 コンピュータ中心であっ

て,マ イコン埋込みのような草の根的なものに対

して注意を換起されることはなかった。今後はま

」
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さにマイコンによる分散処理,分 散制御が中心に

なる。その時,何 が最も大切かと言えば,結 局は

こういうシステムを開発する要員の腕である。技

術的,制 度的な防止策は様々に考えられるが,最

終的にはシステム開発エンジニアの技術と倫理が

最も重要なのである。

3.シ ステム開発 エンジニアの現状

ではその種のエンジニアの実状はどうなのだろ

うか。

まず,技 術そのものの歴史が浅いために,数 が

少い。このジャンルの認知さえないので一体何人

位いるのか統計資料 さえないが,感 覚的には需要

に比べて圧倒的に少ないといえる。特に,高 度な

技術を持ち,シ ステム設計ができるエンジニアに

なると極めて少い。その一方でこの種のエンジニ

アを要望す る分野は極めて広い。 このギャップを

埋めるには養成手段を講 じるより他ない。 ところ

がそれが未だに確立 されていない。

コンピュータ的については工専や大学の工学部

あるいは教養課程等で教育される。また,コ ンピ

ュータのハー ド,ソ フトそれぞれ独立 したテーマ

としては授業 と実験がある。 しか し,マ イコン埋

込みシステムの課題はハー ドとソフトのか らんだ

システムである。た とえば割込み処理,あ るいは

ハードのエラーチェック,イ ンタフェースなどシ

ステムとしての技術が重要である。ところが現在

の工学部や工専での授業ではその部分がス ッポ リ

ぬけ落ちている。それを埋めるためにマイコンシ

ステムの実習 という形が とられる力勢 実際にはよ

藩苦
.甲

ξ
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、
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り系統的な課程が必要であろう。 しか し問題はも

っと根深い。た とえ工専や工学部で理想的なカリ

キュラムがあったとしてもその卒業生(情 報処理

関係のみ)は 年間,千 人に満たない。しかもその多

くは一般 コンピュータのハー ドや ソフト,あ るい

は応用関係に就職 してしまうから,マ イコンシス

テム関係にすすむものはごくわずかになって しま

う。企業側では どう対応 しているのだろうか。学

校教育をあてに出来ないため,い きおい企業内教

育を考えざるを得ない。新入社員はふつ う1カ 月

から3カ 月の一般社内教育を受けたあと,マ ンツ

ーマンのOJTを1年 近 くうける。

マイ コン技術のような先端技術ではOJTは 極

めて有効である。講義や書物からでは体得できな

い技能,問 題の発見 と解決,動 機づけなどができ

る。特にマンツーマンは効果が大 きい。

しかし,教 師役になれ る技術者が少 く,し かも

たいていは仕事を多 くかかえ忙 しい。そういう技

術者に教育をまかせて時間をとらせているのは勿

体ないとい う見方もできる。ここにマンツーマン

のOJT方 式の限界がある。

問題は養成の面だけではない。システム開発技

術者は必ず しも十分な待遇を うけていない。特に

小規模のシステムハウスにあっては,下 請け的な

仕事も多 く,会 社め経営が不安定なこともある。

また,腕 をみがくのに必要な優れた先輩に恵まれ

ないこともある。

このように現状を見る限 り,養 成方法の面でも

また待遇の面でも多くの問題を抱えている。

発きにみたように社会への影響が今後 ますます

甚大になるだけに,こ ういった問題を座視するわ

けには行かない。ではどうすれば良いのか。いく

つかの提案を以下にしてみたい。

.旦



4.認 定試験制度

前述したように,ま ず社会的に 「システム開発

エンジニア」とい うジャンルとその役割の認知が

必要である。この概念が多くの人に明確化されな

ければ,問 題の所在 も,し たがってその解決もあ

り得ない。

現在ジャーナ リズムによって先端技術が喧伝 さ

れ,特 にマイコン技術については フィーバー現象

さえおこしている。 しか し,こ れは表面的な現象

を追っているにすぎない。マイコン技術を支える

人々にまで深く目が届いていない。 したがってそ

の重要性の認識もうすい。ではどうすれば良いか。

私は,公 的機関によって 「システム開発技術者

認定試験制度」を作るべきだと考える。場合によ

っては人命に危険を及ぼす応用もあるから資格試

験にすることも考えられる。 しか し,す べての応

用がそうだ というわけではないので,医 師試験や

ボイラーマン試験ほどシビアにするのはむずか し

い。そこで少くとも当面は認定試験が良いと思 う。

その守備範囲は どうか。すでに 「情報処理技術

者認定試験」が通産省によって行なわれてお り,

これとの相違は当然問題になろう。その試験のひ

とつの種として構想することも可能であるが,私

は分けた方が良いと思 う。

情報処理試験の方は,一 般コンピュータを対象

とし,重 点はむしろソフトにある。マイコン技術

者はどうか。もちろんソフトの知識も重要である。

しかしより重要なのは一 何度も言 うが一 ハー

ドとソフトのからみをいかにこなすか,こ れが技

25

術のポイントである。

ハードウエア技術では物理現象を体得 しなけれ

ばならない。たとえばノイズの処理,ア ースのと

り方,ク ロス トークの解決,ハ ンダ付けなどであ

る。これが論理回路の論理的知識にプ ラ ス され

る。理屈だけでは済まない。それに対してソフト

ウエアは理屈の世界である。それだけその理屈は

複雑になっている。このハー ドとソフトとい う異

世界の融和を図るのがシステム開発エンジニアの

腕のみせどころである。設計にしろ製作にしろ,

あるいは虫 とりにしろ,ハ ー ドとソフトのか らみ

がつきまとう。ハー ドが悪い,ソ フトが悪いとい

った責任転嫁が許されない。このように,現 行の

情報処理試験とはかな り異質な試験が要求されよ

う。

5.お わ り に

システム開発技術者 という新 しいジャンルの存

在,そ の重要性,問 題点,提 案を述べてきた。特

に認定試験制度の導入は重要だと思 う。これによ

ってシステム技術者を社会に認知させ,彼 らを勇

気づけ,そ の結果その層の拡大につながるだろう。

システム技術はわが国の今後の産業を支える基

盤である。その技術者の質を向上 し,層 を厚 くす

るためにできることならば,十 分検討のうえどん

どん実行 して行 くぺ きであろう。(な お本稿は,

昭和56年 度マイクロコンピュータ基本問題委員会

での検討を参考させていただいた。資料は 「マイ

クロコンピュータシステム技術者教育の現状と課

題」日本情報処理開発協会56-一・RO13である。)
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学 生1人 にパ ソ コ ン1台

金 学 生 が 実 習 に 参 加
一育英高専に見る情報処理教育一

明 日の 情 報化 社会 は,技 術 開発 とそ れ を支 え る情 報 処 理 教 育 い か ん にか か って い る と い わ れ る 。

この 社 会 の 要請 に 応 え る べ く,昨 今 で は,高 等専 門学 校 で も情 報 処 理 教 育 が盛 ん に な って い る 。 こ

こ東 京 ・杉 並 区 の 育 英 工 業 高 等 専 門学 校 で も,昭 和48年10月,超 小 型 の教 育 用 ミニ コ ン を 導入 して 以

来,シ ス テ ム の 拡 充,レ ベ ル ア ップ を 図 り,現 在 で は35台 の パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ及 び30台 の

マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ を 使 い,大 きな教 育効 果 を あ げ て い る 。

▲ 電気工学科3年 次のプログラミング実習。学生1人 に1台 のパソコ

ンを使って反復計算(三 角関数表の作成)の プログラムをつくる。
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芦 熱心に指導する木戸助教授

(中央)。IIT(当 協会情報i

処理研修センター)の 情報処

理教員養成課程を修めた木戸

先生は,い ま自らテキス トも

編集,講 義,実 習と学生の指

導に忙 しい。

育 英 高 専 に お け る情 報 処 理教 育 は,当 初,座 学

だ け で ス タ ー トした が,昭 和48年 の ミニ コ ン導 入

を 機 に,プ ロ グ ラ ミン グ実 習 を 始 め,基 礎 コー ス

を 開 講 して 本格 化 した 。 そ の後,パ ソ コ ンの登 場

を 背 景 に 昭和55年 か ら25台 の パ ソ コ ンを使 って の

分 散 処理 方式 へ と発 展 して い った。 教 科 目 も ソフ

トウエ ア 中心 の 情 報 処 理 とハ ー ドウエ ア 中心

の ミ電子 計 算 機 ミ の2系 統 に な り,よ り密 度 の濃

い カ リキ ュ ラムが 組 め る よ うに な った 。 こ う して

今 で は,全 学 生 が,卒 業 まで の 間 に 必 ず,実 習 機

を使 った 基 礎 学 習 が で き る よ うにな っ て い る。

「初 め は汎 用 コン ピュ ー タを 使 っ て の情 報 処 理

教 育 を 目指 した の です が,経 費 と手 間が か か り過

ぎ る の で,そ の代 わ りに,い わ ば 苦 肉 の策 と して

パ ソ コ ンを使 うこ とに した ので す が ,結 果 的 には

パ ソ コンを 使 った 方 が 学 生 達 の 理 解 も早 い よ うで

す 。

放 課 後 も開 放 して 自 由に 使 わ せ てい ます が,パ

ソ コンな らで は の こ とで し よう。 た だ 使 い 方 が 激

しい の で メ ン テナ ンス が 悩 み の 種 で す 。 」

と担 当 の 木 戸 能 史 電 気工 学 科 助 教 授 は 語 っ てい

るが,そ の成 果 に 自然 に顔 が ほ ころ ぶ 。

カ リ キ ュ ラ ム の 内 容

ぽ1・ ・ … ク エ 学 科
電 気 工 学 科i工 業 デ ザ イ ン 科

1

3年 情 報 処 理2

.
情 報 処 理2.情 報 処 理2

一 一 一.一.」

・ 年 電 子 計 贈 ・1電 子 ・+算 機 ・ … 電 子 計 餓 ・
一

1

5年(情 報 処 理 応 用)! 数 値 計 算 法1i(情 報 処 理 応 用)

※()内 は 計画 中
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■ 使 用機 器 の概 要 ■

機 種PC8000/8800シ リー ズ

教 員 用3セ ッ ト

学 生 用30セ ッ ト

保 守 用2セ ッ ト

本 体PC8001/PC8801

デ ー タ レ コー ダPC6082

カ ラー デ ィス プ レイPC8043

レ実習の前にはVTRを 使 って

実験の要領を手ほどきする。

写 しているVTRは ステップ

・モータの駆動実験(回 転速

度の制御)講義は依田助教授。

合 計35セ ッ ト

台

台

38

1

ぶ
・

　
∨
　

薄

へ
　

<電 気工学科5年 次の実習。

マイクロ ・プロセッサを電気

炉に組込んで温度制御の過程

を実験する。

イ エ ロ ー デ ィ ス プ レ イPC8047

グ リ ー ン デ ィス プ レ イPC8041

高 解 像 度 デ ィ ス プ レ イPC8051

シ リ ア ル ド ッ ト プ リ ン タMP80(皿)

ミ ニ ・フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・

ユ ニ ッ トPC8031

マ イ コ ン ト レ ー ニ ン グ ボ ー ドTK85

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

25

26

5

32

20台

30台
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レ5年 次 に な る と学 生 は4つ の

研 究 室 に属 して,そ れ ぞ れ の

卒 業 研 究 に い そ しむ 。 こ こで

も身障 者 用 ワー ド ・プ ロセ ッ

サ,ロ ボ ッ ト,マ イク ロ ・マ

ウ ス な ど マ イ コ ン応 用 の テ ー

マ が 多 くな ってい る。

▼ 杉 並 区 上 井 草 に あ る育 英 工 業 高 等 専 門 学 校 。 昭 和10年,イ タ リア の カ トリ

ック修 導 会 サ レ ジオ 会 に よ り創 立 され た 。 グラ フ ィ ック 工 学 科,電 気 工 学

科,工 業 デ ザ イ ン科 の3学 科 が あ り,学 生 数 は 全 部 で1,250名 余 り。

ぷ
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⇔θ⑨⑪◎◎

システムハウスの実態

1971年,イ ンテ ル社 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ4004

の誕 生 以 来,LSI技 術 は長 足 の進 歩 を とげ,CP

U,メ モ リ,1/O,制 御 な ど機 能 も高 度 化 し,マ

イ ク ロ コ ン ピ ュー タ に対 す る社 会 的 ニ ー ズ も 多様

化 ・個 別 化 す る と と もに マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の

利 用 分 野 も拡 大 の 一 途 を た ど って い る。 必 然 的 に

「デバ イス た る マイ ク ロ コン ピ ュータ と 自社 の 有

す る ソフ トウエ ア技 術 ・ノ ウハ ウ とを 給 合 させ,

顧 客 の要 望 に応 じて マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の機 能

を十 全 に 引 き出 した シ ス テ ム や シ ス テ ム製 品 を 開

発 す る」 こ とを 主 た る業 務 とす るシ ス テ ム ハ ウス

の 活 躍 場 面 も多 くな り,そ れ に つ れ て コ ン ピ ュー

タ関 連 会 社 の技 術 者,ソ フ トウエ ア ハ ウス,中 小

電 機 メ ー カ な どが シ ス テ ムハ ウス 業 界 へ 参 入 して

い る。 今 日,そ の数 は正 確 に は把 握 され て い な い

が,全 国 で400～500社 あ る といわ れ て い る 。

本 資 料 は 当 協 会 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ振 興 セ ン

タ ー(MCC)の 特 別 会 員160社 の 中 か ら企 業 デ

ー タ の揃 っ てい る100社 につ い て,と りま とめ た

も の で あ る。

資 本 金25百 万 円 未満 の企 業が58%と 過 半 数 を

占め 規 模 の 小 さい 中 小企 業 とい え る。 しか し,従

来 の 中 小 電 機 メ ー カ ーが シス テ ムハ ウス 業 界 に 参

入 して きた た め100百 万 円 以上 の企 業 も8%あ る。

29賃

前1・・-39[・ ・-44
45～49 50以 降

・6・IS%1・8司 40% 26%

従業員50人 未満の企業が51%と 半数を占め,

規模としては小企業である。

9人 以下10～49
1・ ・-99}… 一 ・92・ ・以 上

・3%138% 23% ・6%1・ ・%

技術者50人 未満の企業が64%と 過 半 数 を 占

め,中 でも10人未満が18%も あ り,技 術力さえあ

れば参入できる業界である。

19人 以下110～49 1・・-gg肥!gg』 計

18% 46% ・8%1・ ・%oIs%

従業員に対する技術者の占める割合 従業員の

80%以 上を技術者とする企業が半数を占め,マ イ

クロプロセ ッサの出現とともにすぐれた技術力を

有 した技術者が設立した企業の多いことを示して

いる。

・・%綱50竺 嶽 満 80以 上

17%

25百 万 円未満

31% 52%

li議1、ll柔 織 上

58% ・8%1・6%・%

会社設立 マイクロプロセッサの出現以降に設

立された企業が66%と 過半数を占め,未 だ若い企

業群 といえる。

売上高500百 万円未満の企業が50%と 半数を

占め,1000百 万円未満になると72%と,売 上規模

は小さい。

・築§1・以上一・未満 一・5哩 上i10以上5以 上`
30以

未満 ・・獅 ～3味 満

10%40% ・5%レ%・5%1・3%

!
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対 象 受 注 範 囲 特 注
資 本 金

(百万円)

区 ・ 市 電 話
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場

合

に
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る
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㈱ 日進電機製作所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75 宝 塚 市 0797
72-0401

日本 シスコン㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 伊 丹 市 0727
77-2351

日本 システム開発㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 60 宝 塚 市
0797
72-4901

日本システム技術㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 港 区
03
503-8736

日本情報化設計㈱ ○ ○ ○ ○ ○ 10 新 宿 区
03
209-4280

日本 ビジネスオー トメー シ ョン㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 渋 谷 区 03
404-2221

日本ラ ッ ド㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 42 中 央 区 03
553-3801

ノー ゼルエ ンジニア リング㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2.5 杉 並 区 03
331-1571

ノ ックスデー タ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 品 川 区
03
766-3735

萩原電気㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75 名古屋市
052
931-3511

日立造船情報システム㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 600 大 阪 市 06
448-5081

日立電子エ ンジニア リン グ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 400 神奈川県
0465
81-10U

㈱ ピー ・エ ヌ ・シー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40 大 田 区
03
732喝551

㈱ ビッツ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 港 区
03
431-2585

フ ァーム ウェアシステム㈱ ○ ○ ○ ○ ○ 3.5 大 阪 市 06
944-0317

藤沢電子㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 藤 沢 市
0466
33-2511

㈱ フ ジ ・デ ー タ ・サ ー ビス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 尼 崎 市
06
043-0317

㈱芙 蓉情報セ ンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 500 港 区
03
582-5311

㈱ マイ クロデバ イス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50 港 区
03
499・7071

㈱ マイ コン ・ア ン ド ・サ イエンズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 中 央 区
03
545-3911

水谷電機工業㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 120 千代田区
03
253-4341

㈱ ミライ シス テム ○ ○ O ○ ○ ○ ○ 10 千代田区 03
834-2525

明治エ ンジニ ア リング㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 知 立 市
0566
82-8511

メイツー電子工業㈱ ○ ○ ○ ○ ○ 20 名古屋市
052
481-6331

山菱電子販売㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 徳 島 市
0886
23-7183

㈱ユタカ電子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 津 島 市
0567
25-0833

㈱豊電子工業 30 刈 谷 市 0566
23-2301

ユ ニー システム㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 目 黒 区
03
724-378】

㈱吉河電機 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 日 野 市 0425
82-2111

㈱ リギ ー ・コー ポ レ ー シ ョ ン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 横 浜 市
045
313-3038

㈱ リョーサ ン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 390 千代田区
03
253-4171

六合電機工業㈱ ○ ○ ○ ○ ○ O O ○ ○ ○ 6 名古屋市 052
522-3415

ロジックシステムズインターナショナル㈱ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ 24 港 区 03、

454・ ・3261

日新電機㈱ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4800 右 京 区
075
861-3151

、
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㈱ システム コンサル タン ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 49.18 新 宿 区
03
353-4631

ジャパ ンシステム㈱ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 豊 島 区
03
988-1711

ジャパ ン ・システム㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 渋 谷 区
03
375-4121

松栄電子研究所 ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ 5 名古屋市
052
802→708

昭 和コン ピュー タ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ 4 大 阪 市
06
934→011

㈱ 情報 システムサー ビス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3.1 目 黒 区
03
490-2701

杉産業電機㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 大 府 市
0562
47-6755

住電 ビジ トロニクス㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 大 阪 市
06
30少8771

㈱ セ ン トラル情報 セ ンター ○ ○ ○ ○ 20 港 区
03
583-2101

㈱ ソー シアルサイエ ンス ラポ ラ トリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50 品 川 区
03
493-8711

㈱ ソー ド電 算機シズテム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 208 葛 飾 区
03
696-6611

ソニ ー ・テ ク トロニ ク ス㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 品lll区 03
448-4611

㈱ ソフィア システム ズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 八王子市 0424
26-6611

㈱ ソフ トウ ェアサー ビス ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 大 阪 市
06
363-0416

㈱ ソフ トウェアマ ネジメン ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ 45 新 宿 区
03
354-8211

㈱高岳製作所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ σ ○ 5250 西春日井郡
052
501-4111

第一技研㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 大 阪 市
06
944-0334

大信機器㈱ ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ ○ 3.5 大 阪 市 06
641-9923

㈱ ダイヤ モン ドシステムズ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ O ○ ○ 7 名古屋市
052
935略181

㈱中央製作所 O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40 名古屋市
052
821-6111

㈱ テ ィー ・エ ス ・デ ィ ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ 2 渋 谷 区
03
370-6516

デ ィジタルコン ピュー タ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 千代田区
03
264-8971

㈱ デ ジタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 70 松 原 市
0723
37-1101

㈱デジタル工業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 千代田区 03
295-3388

㈱ デ ジテ ックス研究所 ○ ○ ○ ○ ○ 8 武蔵野市
0422
32-3575

㈱ 電 産 ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ 19

'

杉 並 区 03
329-3871

㈱電産技術開発 O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 渋 谷 区 03
406-3621

電子ブロック機器製造㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ 48 名古屋市
052
961-0751

東海EC㈱ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50 名古屋市
052
841-8111

東海 ソフ ト㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 名古屋市
052
563-3571

東海電子㈱ ○ ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 東 海 市
052
33-1911

東京システムサービス㈱ ○ O o ○ ○ ○ ○ ○ 25 渋 谷 区
03
446-2531

㈱東明製作所 ○ ○ O O O O ○ O O 70 西春日井市 0568
22-1231

東洋エ レク トロニ クス㈱ ○ ○ O ○ O O O ○ ○ 200 目 黒 区 03
723-6211

東洋電機㈱ ○ ○ ○ O O ○ O ○ O O 160 春日井市
0568
31-4196

㈱内外デー タサ ー ビス ○ ○ O ○ O O O ○ ○ O 8 中 央 区
03
241唱281

中日本電子㈱ ○ O O O O O O 12 名古屋市
052
90含5111

日計電子工粛㈱ O O O O Q O O 2 名古屋市
052
733「2061

日伸制御器工㈱ O o o o O O O 12 名古屋市 碑
913●3281

、
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㈱愛知電機工作所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2145 春日井市
0568
31-1111

アイ電子測器㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 80 大 田 区
03
756-4111

㈱ ア ドテ ックシステムサ イエ ンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 横 浜 市 045
312-2324

㈱アポロ電機製作所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35 神 戸 市
078
811-3211

アン ドール システムサー ビス㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 港 区
03
573-4671

岩崎技研工業㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 80 京 都 市
075
594-1158

㈱ エ ー ・デ ィー ・エ ス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 奈 良 市
0742
46-3561

営 電 ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 川 崎 市
044
811-1371

1

㈱ エデ ック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 品 川 区 03
494-2935

1

㈱ エ ルタ ック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 川 崎 市
044
811-8941

大阪コア㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 大 阪 市
06
222-6581

大 阪コン ビュー タ工 業㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 寝屋川市
0720
33-1888

大 阪システム ズエン ジニア リン グ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 大 阪 市
06
699-0697

大 阪マイ クロ コン ピュー タ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 岸和田市
0724
38-1976

㈱大塚電子設計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 大 阪 市
06
445-0171

㈱応用システム研究所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2σ 渋 谷 区
03
407-6581

小川 システム コンサ ルタン ト 江 南 市 05875
5-5917

オ プテ ィマム システムズ㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 千代田区 03
252-1481

堅田電機㈱ ○ ○

`

○ ○ ○ ○ ○ 9 大 津 市
0775
72-1168

京都特殊機器㈱ ○ ○

1

0 ○ ○ 8 宇 治 市
0774
22-0096

近畿計測器㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37.5 大 阪 市
06
752-1321

黒田電機㈱

1

24 垂 水 区
078
974竃2851

㈱経営情報科学研究所 ○

.

○ ○ ○ ○ ○ ○ 40 港 区
03
432-6411

㈱ 計測器セ ンター ○ ○ ○ ○ O
I

○ ○ ○ ○ ○ 3 大 阪 市
06
371-3663

㈱計測技術研究所 ○

1

0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 横 浜 市
045
543-1373

コアデ ジタル㈱ ○

1

0

1

0
.

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 渋 谷 区 03
407喝581

甲南エ レク トロニ クス㈱ ○

1

0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 神 戸 市
078
453-5488

国際システム開発㈱

.

○ ○ ○ ○ ○ 8 新 宿 区
03
208→)855

国際データ機器㈱ ○ ○

1

0
馳

○ ○ ○ ○ 10 三 鷹 市 0422
32-4111

㈱ コム システム ○ ○

1

0 ○

1

0
'○

○ ○ ○ 20 大 阪 市
06
445-6057

コモタ技研㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 70 世田ヶ谷区
03
704㊥311

コンテ ック㈱ ○ ○ .

,

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 大 阪 市
06
472-7130

コン ピュー タシステムエ ンジニア リング㈱ ○ ○ ○ ○ ○ 2 大 阪 市
06'
261-5785

`

コン ピュー タネ ッ トワークサ ー ビス㈱ ○ O
I

○ ○ ○ ○ ○ 43 箕 面 市
0727
29-6719

三幸電子工業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 愛 知 郡
052
801-5251

三明電機㈱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75 大 府 市
0562
46-2246

㈱ ザ ックス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40 杉 並 区
03
331-5201

㈱ シ ー ・イ ー ・シー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 240 大 阪 市
06
441-2946

.注 記ムエ4芝 ㈱ ○ ○

`

○ .Ω －Q. ○ ○ ○ ○ .○ 11 品 川 区 03
450-3211
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骸吐の註欝
シ リコンバ レーの メカ=ズ ム

大阪市立大学 ・工学部教授

清 水 英 二

今年もNCC(全 米 コンピュ'一タ会議)の 展

示会はスーバ ・パーソナルコンピュータ,ロ ー

カルエ リアネ ットワーク,… …とアメリカ}こお

けるマイクロエ レクトロニクスにおける先端技

術の絶えることのない進歩をまざまざと見せて

くれた。なかでも大 きな流れを形づ くっている

のはデ ィスク ドライバーの見えない場所はない

と思われる程で,我 が国のマイ コンショーなど

では見 られぬ光景であった。これはマイ コンシ

ステムが高速かつ大容量処理 とい う相矛盾 した

目標を達成するために適 したメモ リシステムが

デ ィスク以外に当面あ り得ないとい うアメ リカ

のマイコン技術者達の常識を示す もの で も あ

る。

しか しながら,A社 のブースの前に立った時,

「やは りやるなあ!」 の気持も禁じ得なかった。

目に入った装置はウイソチェスタデ ィスクのバ

ックアップとして用いることを提案 して出品し

ているス トリーミング方式の磁気テープドライ

バであった。それは,「 現在のマイコンシステ

ムの開発方向に適 したメモ リはデ ィスクのみで

はないのです よ。磁気テープでも十分 これ位の

ことはできるのです よ」 と言わんばか りの展示

であった。

私が 「やは り/」 と思 ったのは,2つ のこと

ゆえであった。1つ はディスクへ,デ ィスクへ,

の大きな流れの中で,冷 静に磁気テープの特徴

を見つめ,そ れを生かした商品づ くりが行なえ

ること,い ま1つ は,昨 年のNCCが 終 り,ア

メリカを去る寸前に,滞 在中には世話になった

テクニカル ・エイジェントが私に1枚 のプリン

トを手渡 し,「 これが きっとデ ィスクへの磁気

テープの1つ の挑戦になります よ」 と言った言

葉を思い出したか らである。

1年 前には1枚 の紙に書かれた単なる構想で

あったもの,し かもそれは技術の常識的な流れ

に抗 う発想から生じたもの,そ れが1年 後には

NCCで 鮮かなデ ビュー"を飾っている一 これ

こそがシリコンバ レーなのである。

また,あ るブースではなつか しい顔に出会っ

た。そうだ,1昨 年は,彼 がなにもない広い工

場の片隅に置かれた工作機械で,テ ープ ドライ

バのプロトタイプの金型を造っていた。そ して

相棒がもう一方の片隅につ くられたオフィスで

製図機に向い設計をしていた。去年は,彼 の会

社は40人,工 場の周 りは芝生で囲まれていた。

エンジニア室は,若 い人達で活気に満ち,工 場

の1本 しかないベル トコンベアの生 産 ライ ン

で,彼 がプロトタイプを造っていたテープ ドラ

イバが次 々と造 られていた。そして,も う6ヵ

、童



月もすれば1ラ イン追加し3交 代制のフル生産

にしないと注文をさばききれないと語 っ て い

た。そして,今 年,NCCで 立派なブースを設

けるまでに成長 していた。一 これがシリコン

バ レーなのである。

どうしてこのようなことが可能なのであろう

か?そ れはシリコンバレーのメカニズムが可

能にしているのである。この創造性豊かな製品

を次々と産み出す魔法のつえの仕組みはどのよ

うになっているのであろうか。

Oベ ンチ ャー キ ャピタ リス トにつ いて

シ リコンバ レーなどカルフォルニアには半導

体の開発,企 業化による一獲千金をねらうペン

チャーキャピタリス トが約2,000近 くあるとい

われている。彼等の投資先に対する評価は,既

存企業に対するこれまでの伝統的な評価尺度で

ある売上高と利益率とい う面からの評価ではな

い。評価尺度 としては事業を担当する人々の能

力や,や る気 と技術の将来性への正 しい評価を

もって,投 資先に対する最 も重要な判断要因に

しているといわれている。

このような新 しい評価基準は之に,マ イクロ

エレクトロニクス産業へのベンチャーキャピタ

リス トの評価は高いものとなっている。

Oペ ンチ ャーキャピタ リス トと企業化

を望む人達 との出合いについて

それではベンチャーキャピタリス ト(以下V.

Cと する)と 企業化を望む人達(以下V.Bと す

る)と が どのようにして結びついたのか,そ の

や り方には,種 々あると思われるが,次 に述べ
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る仕 組 み に つ い て は,た また ま テ ク ニ カル エ ー

ジ ェ ン ト(以 下T/Aと す る)の オ フ ィスで み

せ て も ら った 資料 や そ のい き さつ か ら知 り得 た

も ので,全 て の場 合 が こ の よ うな仕 組 み で行 な

わ れ る と限 ら ない が,い か に もシ リ コンバ レー

ら しい仕 組 み で あ る。

ABC

＼＼

(図1)

nv .C.

/
T/A

メ 、 、＼
!、 、

、

(ヨ{つ○(》o蔓) :)・「れB

図1に 示すようにV.CはT/Aを 通じて,ど

こか有望な投資先はないかと探索 している。こ

れに対 し,V.Bは 将来性のある我々のようなと

ころに投資 して くれるV.Cは ないかとT/A

に依頼 して くる。また,T/Aも 有力なV.Cや

将来性のあるV.Bを 常にさが して双方を結び

つけようとしている。

まず,V.BはT/Aに 次のようなオ ヅファ文

書をT/Aに 提出する。すなわち,レ ターフォ

ーム3頁 位にV .Cに 対する投資の要請が書か

れてあ り,内 容は,簡 単な書 き出しが ら始って

次に大文字で噌ERSONS"と タイプされたあと

氏名は書かれずに,例 えば 更く小生はある有名な

エ レクトロニクス企業の技術開発部門の要職に

あ り,こ れまでこのような重要な技術開発を行

ってきた"と か"私 はある大学のアシスタン ト

プロフェッサーの業績がある"と かC油 分はフ
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アイナンシャルマネージメントには特にすぐれ

ている"な ど夫々の履歴だけを述べている。

次に,くく技術面からみた場合,現 在われわれが

開発 し企業化 しようとするものは今までなかっ

た創造的なものがあり,実 現化の見通 しも十分

あって心配す る必要はない。また製品に対す る

市場性についても有望であ り,企 業経営も十分

やっていける自信がある"と 述べられ,最 後に
Ct従

って,わ れわれの計画に対 しお金(投 資)を

貸 して下さい"と いった内容である。

(図2)

調 査専門
コンサルタント

結㍉1糎 依頼

④ ⑤ ◎ ・… ・v・c

幽
↑

(カ ウンターオ ツプア)

'i(71'Ptフ ア)
づ 　ロ プ 　ら タ ロ　へ

ぼ(.)u● 一"吟v・B

このオッファ文書から,V.BとV.Cと の間

にユニークなや りとりが行なわれる。即ち,図

2に 示すようにV.Bか ら出されたオッラァの

内容をもとにT/Aは 有望でかつV.Cの ねら

い毘あうたところがないかと探し,可 能性があ

るとなるとV;Bの オ沙フプ竜rV.Cに 手渡す芯

とになる。V.Cは オ ッツケをもとに調査専門n

yvth*シ 椙に商売を依頼すると何 日かの後に

結果がでてきて,前 述 したt?ERSONS"の 氏名

が明確になるとともに技術面,市 場面での可能

性について報告 される。V.Cは これをもとに

T/Aを 通 じてV.Bに 詳細な経営計画書を提

出するよう くくカウンタ一汁ッファ"を する仕組

みになっている。

次にV.BはV.Cの 要請に応じ詳細な経営計

画を提出することになるが,実 際にその内容を

みせてもらったが経営方針から開発計画,マ ー

ケットプランニングなど明記されてお り,只,

投資に対する返済計画は一言もふれていなかっ

た。

(図3)

調 査 専 門
コンサルタント

投

v'c＼

竃
1万 ドル

(約200万 円)

シ リコ ンバ レ

ー の貸 工場 へ

さて1.Bが 提出した経営計画書はT/Aを

通 じてV.Cに 手渡 しされると,V.Cは その経

営計画書 と引替えに例えば1万 ドルをV.Bに

支払 うことになる。いいかえれば図3に 示すよ

うにV.Bの 経営計画書を1万 ドルで買った と

い うことになる。但 し,V.CはV.Bの 経営計

・:為_ξ.∨ 〆マ ・"・

.遥



画 書 を 他 のV.Bに み せ た りや らせ た りす る こ

とは 絶 対 に な い。1万 ドル を も らったV.Bは

それ を も とに プ ロ トタ イ プ(試 作 品)を つ くった

り,生 産計 画 を考 え た りして,V.Cか らの投 資

を まつ こ とに な る。一 方,V.Cは 再 び 調 査 コ ン

サ ル タ ン トに 調 査 を 依 頼 し,そ の 結 果 等 を 参考

に して,最 終 の意 思 決 定 を 下 す こ とに な る。 そ

してV.Bへ の投 資 が 決 ま る とV.Bは,シ リコ

ン バ レー に あ る貸 工 場 に 入 り,本 格 的 な生 産 活

動 に 入 る とい う仕組 み に な って い る。

○投資の回収について

それではV.Bへ の投資を如何に回収するか

とい うと,V.Bは 自社の業績をもとにV.Cや

株の売買企業などの諸情勢を勘案して自社の株

を店頭販売に出す。その場合,V.Bは 技術,財

務,営 業,人 材など経営の要素である人,物,

金の面か ら自社の良い ところや問題点,そ の対

・策などを明らかに し,我 が社にはリスクもある

が将来 ます ます発展す る可能性は多大であると

い うことを強調して,自 社株を店頭市場に出す

ことになる。そ して,例 えば投資の際に50円 で

あった株が200円 位になるとV.Cは 持 ってい

るV.Bの 株を売 り,投資 した金を何倍かに して

回収するというや り方になっている。そのよう

なことか らして,前 述の経営計画書に投資に対

する返債計画がなかったこともうなづけること

になる。

以上述べてきたシリコンバ レーのメカニズム

は,技 術者の創造性豊かなアイデアも製品化 し,

企業化するための最良のシステムの一つであろ

う。もちろん我国が このメカニズムをそのまま

移入す る必要 もないし,そ のようなことが不可
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能なことも自明の理である。アメリカでは,資

本と経営者は企業経営に専心 し,資 本とは別で

あるという近代経営が確立されている。これに

対 し,日 本の大半の中小企業では,資 本と経営

が密着してお り,資本を他から導入する時には,

経営権を失 う恐れもあって,米 国のようなベン

チャーキャピタリス トと企業化を望む人達との

関係式は成立 し難い と考えられる。

投資する側にしても,米 国のベンチ ャーキャ

ピタリス トは リスクも省みず逆にその リスクを

踏み台にして一獲千金を夢みるバイタ リテ ィの

凄 さがある。これに対 し,日 本では企業化に際

し資金を必要とするとき,そ の企業の将来性な

ど先ゆきがわか らず,ま して担保のない企業に

融資す ることはまずないとみるべきで,日 本と

米国における投資家の態度の相違が明らかであ

る。

しかしながら,技 術者の創造性豊かなアイデ

アを製品化し,企 業化するためのもう1つ の最

良システムを我が国にうちたてなければ,我 が

国は創造性の乏 しき国になって しまうことは必

至である。我が国においても創造性豊かな技術

者は十分存在する。しかし,技 術者は自分の創

造が具現化されてこそ,汝 の創造にとりかかれ

るのである。もうそろそろ,技 術者を生かすメ

カニズム,我 が国に適 したメカニズムへの試行

が始 まってもよい時期ではないだろ うか。
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会財 ロン回 〔亘回 回 〔コ回 回 回 回 回〔コ回 回

すば らしい経営者 の集 り
一 日本 マ イク ロコン ピ ュー タシ ステ ム工 業会 一

日本マイクロコンピュータシステム工業会事務局長

菊 地 香 彌

工業会との出会い

日本マイクロコンピュータシステム工業会は,

昭和50年6月 に三田輝氏(ア ンドPtルシステムサ

ポー ト社長)を 中心に,マ イクロコンピュータ普

及協議会として発足 しました。当時の記録をみる

と会員数12社 。事務局を東京新橋のアン ドール本

社に置き,企 画室長の宇賀神さんが事務局長とし

て会の運営が行われていました。

私と普及協議会との出会いは,そ れか ら1年 後

の昭和51年 夏のことです。

私 は,そ の こ ろ,16年 のサ ラ リー マ ン生 活 に ピ

リオ ドを打 ち,フ リー ラ ンサ ー と して独 立 。 ち ょ

う ど1年 が経 過 し よ うとい う時 期 だ った ので す 。

モ ー ス トア ソ ドモ ア の 水 口社 長 の ご好 意 で机 と電

話 を お借 りして,オ フ ィス コ ン ピ ュー タや ミニ コ

ン ピ ュ ータ の 販 売 戦 略 の プ ラ ンナ ー と して,ま た

新 聞,雑 誌,PR誌 な どの 執筆 活動 な どを行 い,

無 目を フル 回 転 とい え るか ど うか,一 生 懸命 歩 い

て い る最 中 だ った の で す 。

あ る 日,こ の 居 候 の 私 に,水 口社 長 か ら,ア ン

ドール の 三 田 社 長 を 紹 介 され,「 非 常 に 真面 目な

回回回回回回回回回回回回回回回〔面

…

i
髭 』
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回回回回回回回回回回回回回回回回

会合だから,君 に ピッタリだと思 う。三田社長と

一緒にやって くれないか」 と言われ,あ まり自信

もなかったのですが,お 引受 したのでした。

事務局を自社に置 くというのでは,会 の公的な

性格が弱まるとい うのが,三 田社長のお考えだっ

たのです。そして,事 務局は,新 橋のアンドール

本社から新富町のモース トアンドモア社のオフィ

スに移され,私 が事務局の責任者(と いっても私

1人 ですが)と してスター トしたのです。

それか ら早いもので7年 が経過 しました。

法人化に意欲の昭和52年

いまの名称になったのは,昭 和52年6月 の総会

です。

「マイクロコンピュータの普 及の 時 代 は終っ

た」 ということと 「将来の法人化へのイメージを

こめてのネー ミング」だ ったのです。

会の中にも,法 人化準備委員会を設置,毎 週の

ように会合をもって情熱的にやったのですが,時

期尚早とい うことで未だにペンデ ィングになって

います。

当時(52年)は,休 眠団体を総点検 とい うこと

で,時 期も悪かった ようです。 しかし,こ のテー

マは,わ れわれの将来展望の中で大きく青 くまれ

て行 くと思います。

ただ,こ の時期のわれわれの動 きが,シ ステム

ハウスとい う業界を広く知らしめることになった

のは,非 常に うれしいことだと感じてお ります。

関係官庁の公式文書にも 「システムハウス」とい

う言葉が使われだ したのもこのころのことです。

昭和55年 には,初 代代表幹事三田社長からアイ

電子測器の真田隆幸社長へとバ トンタッチされ,

会員数も60社を超えるところへ と発展して行 きま

した。

いま マイ コ ンシテ ィへ と飛 翔

昭 和55年 の10月 。 コア グル ー プ の種 村 社 長 か ら

出 され た ア イ デ アー それ が マ イ コ ンシ テ ィ構 想

だ った の で す 。

翌 年,川 崎 市 長 を 訪 問 。1980年 代 の市 の プ ロジ

ェ ク トの一 環 と して マイ コ ン ・シテ ィ構 想 の 建 設

を要 望 書 を提 出。 い ま,そ の テ イ ク オ フ の時 期 を

迎 え よ うと して い ます 。

この マ イ コ ンシ テ ィ,公 害 の な い 「頭 脳 都 市 」

の 建 設 は,シ ス テ ムハ ウス 誕 生 か ら現在 まで の短

い 歴 史 の中 で も大 きな イ ベ ン トと して あ げ られ る

こ と と思 い ます 。

すばらしい経営者との接触 感想

この約7年 間にわたる事務局の仕事を通 じてき

わめて感謝をしなければならないのは,シ ステム

ハウスの経営者の方々との交流です。

事務局か らの無理な要求も,電 話1本 で快 よく

引受けてくれるトヅプマネジメントの方 々。これ

は私の特権です。これほど深いおつきあいができ

るとは,51年 当時は思ってもみなかったことです。

た しかにバジェットは少なく,思 うような企画

やイベ ントができなかったのですが,こ のような

すばらしい経営者の方々がいる工業会は,将 来,

きわめて重要な意義をもつ団体に育って行 くもの

と確信しています。

その草創期から,事務局の仕事ができたごとは,

他のどんなことよりもうれ しいことだ と思ってい

ます。

回回回回回回回回回回回回回 会員サロン
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■ パ ー ソナル ・コ ン ピ ュー タ を 用

い た マ ネ ジ メン ト ・ゲ ー ム

本 コース で は,特 定 の 製 品 を モ

デル と して,製 品 開 発,販 売 チ ャ

ネル,販 売 促 進 活 動,生 産 計 画,

設 備 計 画 な ど企 業 の全 社 に また が

る意 思決 定 を お こな い,そ の結 果

を み な が ら,さ らにつ ぎ の意 思 決

定 を お こな って い く と い う よ う

に,長 期 に わ た る経 営 の 状 況 を シ

ミュ レー ト して い き ます 。

θ 特 長

●MGは,企 業 競 争 を 想 定 して,

小 集 団 に おけ る ロール ・プ レイ ン

グ方 式 で実 施 します 。

●各 チ ー ム には 意 思 決 定 をサ ポ ー

トす る種 々 な機 能 を もつ コ ン ピ ュ

ータ が 用意 され,需 要 予 測,市 場

調 査 を 汲 み,ま た,資 金 計画 や損

益 計 画 の シ ミュ レー シ ョン分 析 も

お こな い ます 。

●本 コ ース で使 用 す る マネ ジ メ ン

ト ・ゲ ー ム ・プ ロ グ ラム(高 橋 三

雄 氏 オ リジ ナル)を ご希 望 の 方 に

は 実 費(ミ ニ フ ロ ッ ピー代)で お

分 け します 。

'騒騒 圏 圏

レ参加対象

●各部門の管理者の方

●各部門の戦略スタッフの方

〉講師(敬 称略)

高 橋 三雄 成績大学経済学

部教授

野々山 隆幸 横浜市立大学商

学部助教授

〉講義題目

1.パ ーソナル ・コンピュータ入

門,2.マ ーケティングの知識,

3.財 務データの知識,4.経 営

分析の知識t5～7.ゲ ームの ト

ライアル,ゲ ームのプレイ,コ メ

ン ト,8.株 主総会で総合コメン

ト

治開講期間

3月8目(火)～11目(金)4

日間。午前9:30分 から午後4時

30分 まで

1レ研修料

6万 円

〉お申込み,お 問合わせ先

〒105東 京都港区浜松町2-4-1

世界貿易センタービル7階

電話03(435)6509

⑭日本情報処理開発協会

情報処理研修センター 教務課

編集後記

◇軽 ・薄 ・短 ・小一 これは現在

のマーケティング戦略の最大の目

標とされています。ME(マ イク

ロエレクトロニクス)は,そ の典

形 といえます。このME産 業を支

えるのがシステムハ ウスです。今

号ではMEと システムハウスにか

らむ話題を集めてみました。

◇シリコンバ レーの例でみればア

メリカのシステムハウスはスピン

アウ ト型のVB(ベ ンチャービジ

ネス)が 多いようですが,わ が国

では,そ れほど明快ではないよう

です。それ というのも以前からそ

れぞれ得意な業界と密着 して発展

してきた 「業際型」が多いからの

ようです。

いいかえれば業際型であるが故

に,わ が国の産業界のME化 が,

ここまで進んできた,と いえるで

しょう。

◇業際型のVBが わが国のシステ

ムハウスの特徴とすれば,そ れを

育てるのは業際型のVC(ベ ンチ

ャーキャピタル)で はないでしょ

うか。この分野に大手の銀行,証

券会社も進出してきたのは明るい

ニュースです。
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JE㏄ は国産コンピュータを通じて

社会 に貢献しま尤

国産 電子計 算機 をレン タル す る

日本電子計算機株式会社
東 京都 千 代 田 区 丸 の 内3-4-1新 国 際 ビ ル5F

⑰IOOTELO3(216)3681(代 表)
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